
あなたから
あなたへ

■「
ア
ン
テ
ナ
」へ
の
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。原
稿
は
、手
紙
、は
が
き
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た

も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
／
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
311
・
312
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

274

１
０
５
４

Ｅ
メ
ー
ル　

h
isy
o@
tow
n
.saita

m
a-m
iy
osh
i.lg
.jp

携
帯
端
末
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ラ
イ
フ
バ
ス
の
時
刻
表
が
確
認
で
き
た
り
と
、

便
利
な
サ
イ
ト
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し
た
携

帯
電
話
で
読
み
取
る
と
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

係
か
ら

●第１土曜日午前８時30分から12時まで、開庁しています。（本庁・各出張所）

広
報
み
よ
し　

第
八
八
八
号　

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
発
行
・
広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。
落
丁
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
取
り
替
え
し
ま
す
。
秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広 報 み よ し（ ） 

冬の交通事故防止運動

【
問
題
１
】
外
出
中
に
授
乳
等
で

立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
「
赤

ち
ゃ
ん
の
○
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
さ
て
、
○
に
入
る
の
は
？

城　

宿　

駅

【
問
題
２
】
今
月
号
は
、
広
報
み

よ
し
第
何
号
？

一
〇
〇　

五
六
七

八
八
八【

問
題
３
】
左
の
○
に

入
る
言
葉
は
？

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
か

け
ま
し
て
「
三
芳
町
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
と
解
き

ま
す
…
。
そ
の
心
は
？

『
○
○
○
に
○
○
○
が

あ
り
ま
す
★
』

【
応
募
要
領
】
官
製
は
が
き
に
、

答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
と
「
広
報
み
よ
し
」
の
感
想
を

書
い
て
、
２
月
15
日
ま
で
に
左
記

へ
。（
当
日
消
印
有
効
）

【
あ
て
先
】
〒
354

８
５
５
５

三
芳
町
大
字
藤
久
保
１
１
０
０
番

地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

【
記
念
品
】
全
問
正
解
者
10
人
に
。

【
１
月
号
の
答
え
】

問
題
１

　

問
題
２

問
題
３

（
応
募
総
数
31
通
、
正
解
30
通
）

【
正
解
者
】
広
報
ク
イ
ズ
正
解
者

の
発
表
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広報クイズ

１
日　

北
方
領
土
返
還
運
動
全
国

　
　
　

強
調
月
間

　
　
　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間

　
　
　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

２
日　

世
界
湿
地
の
日

３
日　

節
分

４
日　

立
春

日　

建
国
記
念
の
日

日　

 

平
成

年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
（
〜
３
月

日
）

日　

旅
券
の
日

2　月　の　こ　よ　み

★
10
年
以
上
ぶ
り
に
三
芳
へ
転
居
し

て
き
ま
し
た
。
以
前
と
変
わ
ら
ず
広

報
が
あ
り
、
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
継

続
さ
れ
て
い
て
懐
か
し
く
、
ま
た
嬉

し
く
感
じ
ま
し
た
。
（
北
永
井
Ｙ
さ

ん
）

★
竹
間
沢
の
お
囃
子
が
北
海
道
旭

川
市
に
も
繋
が
る
と
は
。
と
て
も
興

味
深
い
話
題
で
す
。
（
藤
久
保
Ｍ
さ

ん
）

★
夫
婦
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て

１
年
余
り
。
広
報
を
頼
り
に
三
芳
町

の
隅
々
を
歩
き
、
建
物
や
自
然
の
発

見
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
北
永

井
Ｉ
さ
ん
）

会
員
募
集

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
『
育
自
』
『
育

自
』
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
進
め

」▽
講
師
／
齋
藤
信
夫
先
生

（
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
研
究
室
主
宰
・
東

京
医
療
保
健
大
学
講
師
）
▽
日
時
／

２
月
18
日

、
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
▽
場
所
／
竹
間
沢
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
対
象
／
ボ
ラ
連
加
盟
団
体
メ
ン
バ

ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
人
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
い
る
人
▽
定
員
／
50

名
程
度
（
先
着
順
）
▽
主
催
／
三
芳

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
▽
連
絡
先

／
荒
田

259

８
０
４
２

●
写
真
ク
ラ
ブ
「
遊
楽
写
」
▽
写

真
展
を
行
い
ま
す
の
で
皆
様
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▽

期
間
／
２
月
16
日

〜
22
日

▽

場
所
／
藤
久
保
公
民
館
ロ
ビ
ー
▽
会

員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
こ

れ
か
ら
始
め
た
い
人
、
写
真
に
興
味

の
あ
る
人
大
募
集
で
す
。
▽
例
会
／

毎
月
第
一
・
第
三
火
曜
日
、
午
後
７

時
30
分
〜
▽
場
所
／
藤
久
保
公
民
館

▽
撮
影
会
／
年
間
４
〜
５
回
▽
ク
ラ

ブ
展
／
夏
・
秋
年
２
回
▽
会
費
／

年
５
千
円
▽
連
絡
先
／
島
崎

259

０
３
３
３

●
三
芳
町
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
「
山

と
山
の
花
の
写
真
展
」
▽
四
国
の
石

鎚
山
や
出
羽
三
山
、
八
ヶ
岳
な
ど
こ

の
１
年
間
に
訪
れ
た
山
や
、
出
会
っ

た
山
の
花
々
な
ど
約
40
点
を
展
示
し

ま
す
。
お
仲
間
を
誘
っ
て
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
▽
期
日
／
２
月
５

日

〜
14
日

▽
場
所
／
藤
久
保
公

民
館
ロ
ビ
ー
▽
連
絡
先
／
牧

258

６
５
３
８

●
第
24
回
三
芳
町
合
唱
祭
一
般
参

加
者
募
集
▽
日
時
／
５
月
21
日

、

午
後
１
時
〜
（
予
定
）
▽
場
所
／

コ
ピ
ス
み
よ
し
▽
練
習
／
【
藤
久

保
公
民
館
】
２
月
12
日

（
午
後

４
時
〜
７
時
）、
27
日

（
午
後

５
時
〜
８
時
）、【
中
央
公
民
館
】

３
月
12
日

、
27
日

（
両
日
午

後
２
時
〜
５
時
）
以
降
２
、３
回

予
定
▽
参
加
費
／
千
円
▽
連
絡
先

／
岡
田

258

９
０
１
０

●
三
芳
町
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
▽

四
季
を
通
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
る
会
員
78
名
の
中
高

年
グ
ル
ー
プ
で
す
。
今
年
は
仙
元

山
の
カ
タ
ク
リ
、
入
笠
山
の
ス
ズ

ラ
ン
な
ど
の
花
ハ
イ
ク
や
、
上
高

地
と
乗
鞍
岳
の
展
望
ハ
イ
ク
、
健

脚
向
き
の
雲
取
山
縦
走
な
ど
年
間

24
回
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。
大

自
然
の
息
吹
に
触
れ
、
健
康
増
進

と
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽
入
会
金
／
２
千
円
▽
会
費
／
年

２
千
５
百
円
▽
連
絡
先
／
中
里

258

２
８
９
０

お
い
で
く
だ
さ
い

No.888
2月１日 発行

現在の幹線 号線

昭和 年当時の町道 号線（幹線 号線）

▲みずほ台駅西口から川越街道に向けて伸びる竹間沢の「幹線22号線」。昭和45年当時は、川越街道から
竹間沢地区内の工業地帯までしか伸びておらず、その両側も昭和30年代の企業誘致の際に進出した工場が
幾つか建ち並んでいる程度の交通量の少ない道路でした。また当時のみよし台地区は、昔ながらの細い小
径が通る、昼でも薄暗い雑木林が続く小さな山でした。現在は、道路の両側に工場・倉庫やマンション等
が数多く立ち並び、とても交通量の多い主要な道路となっています。

「協働のまちづくり」参加者募集‥‥‥‥‥‥ １０
町の動き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １１
みんなの消防‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １２-１３
教育だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １４-１７
みんなのひろば‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １８-１９
ウォッチング、児童館だより‥‥‥‥‥２０-２１
お知らせ、くらしの情報、無料相談の
　お知らせ、リサイクルの広場‥‥‥‥‥‥２２-２７
アンテナ、広報クイズ、ミニひろば‥‥‥ ２８

目　次
新町長就任挨拶‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２-３
名誉町民山田義夫氏ご逝去、小中学校臨
　時職員募集‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４
ヒブ（インフルエンザ菌b型）、小児用肺炎球菌、
　子宮頸がん予防ワクチン接種費用の助成‥‥‥ ５
町・県民税の申告相談‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６-７
「赤ちゃんの駅」、保育所・児童館・学童
　保育室・みどり学園臨時職員募集、消費
　生活相談《未公開株のトラブル増加》‥‥ ８-９

●人口と世帯（平成22年12月末）●人口／38,638人　●男／19,411人　●女／19,227人　●世帯数／15,484世帯

【
訂
正
と
お
詫
び
】
広
報
み
よ
し
１
月
号
の
８
頁
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
の
委
嘱
」
に
つ
い
て
の
記
事
中
、
左
記
の
委
員
の
担
当
区
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
「
藤
久
保
１
区
」
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

〔

澤
弘
訓
さ
ん
、
石
井
久
夫
さ
ん
、
関
根
晶
代
さ
ん
、
齋
藤
政
美
さ
ん
、
八
木
芳
子
さ
ん
〕



(1)
住
民
と
と
も
に
す
す
め
る
行
財
政
改
革

(2)
子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一
に

(3)
お
年
寄
り
が
憩
え
る
ふ
る
さ
と
に

　

し
か
し
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な

く
、
大
切
な
こ
と
は
、
実
行
し
、
そ
れ
を
評
価
し
、
そ

の
進
捗
状
況
を
情
報
公
開
し
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
は
、

主
権
者
で
あ
る
住
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
画
が
必
要

で
す
。
地
域
の
課
題
を
住
民
の
皆
様
自
ら
の
知
恵
と
能

力
で
解
決
し
て
い
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
、
す

な
わ
ち
「
住
民
力
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
住

民
力
が
活
き
る
真
の
協
働
の
町
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

先
人
達
が
創
り
上
げ
た
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
三
芳
町

の
さ
ら
な
る
発
展
と
、
住
民
の
皆
様
の
幸
せ
の
た
め
に
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
粉
骨
砕
身
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
暮
れ
の
三
芳
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

当
選
の
栄
に
浴
し
、
平
成
二
十
三
年
一
月
十
四
日
付
け

を
も
っ
て
、
三
芳
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

世
界
同
時
不
況
以
来
、
各
自
治
体
の
財
政
状
況
は

悪
化
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
当
町
に
お
い
て

も
今
後
大
型
の
投
資
を
控
え
、
５
年
後
の
町
債
残
高

は
、
１

４
倍
（
１
４
０
億
円
強
）
に
な
る
見
込
み
で

す
。
一
方
、
地
方
分
権
が
進
み
、
自
治
体
の
経
営
能
力

の
差
が
ま
ち
づ
く
り
の
結
果
に
現
れ
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。

　

私
は
、
こ
の
た
び
の
選
挙
を
通
し
て
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
『
未
来
開
拓
43
の
宣
言
』
を
掲
げ
、
住
民
の
皆
様
に

「
３
つ
の
約
束
」
を
い
た
し
ま
し
た
。

▲一階フロアにて、執務中の林町長 三
芳
町
長林  

伊
佐
雄

広 報 み よ し（ ） 



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

三
芳
町
名
誉
町
民

山
田
義
夫
氏 

ご
逝
去

　

三
芳
町
名
誉
町
民
で
元
三
芳
町

長
の
山
田
義
夫
氏
が
、
平
成
22
年

12
月
12
日
に
肺
癌
に
よ
り
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

　

生
前
の
数
々
の
ご
功
績
を
讃

え
、
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

略　
　

歴

○ 

昭
和
２
年
12
月
16
日

　

三
芳
町
藤
久
保
に
生
ま
れ
る

○ 

昭
和
20
年
３
月
25
日

　

埼
玉
県
立
川
越
農
蚕
学
校
卒
業

○ 

昭
和
38
年
５
月
１
日
か
ら
昭
和

42
年
４
月
30
日
ま
で

　

三
芳
村
議
会
議
員

○ 

昭
和
44
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和

46
年
３
月
31
日

　

三
芳
町
体
育
協
会
会
長

○
昭
和
46
年
５
月
１
日
か
ら
昭
和

　

53
年
10
月
25
日
ま
で

　

三
芳
町
議
会
議
員

○
昭
和
49
年
４
月
23
日

　

か
ら
昭
和
50
年
４
月

　

30
日
ま
で

　

昭
和
50
年
５
月
13
日

　

か
ら
昭
和
51
年
４
月

　

27
日
ま
で

　

昭
和
52
年
４
月
28
日

　

か
ら
昭
和
53
年
３
月
29
日
ま
で

　

三
芳
町
議
会
議
長

○ 

昭
和
54
年
１
月
14
日
か
ら
平
成

３
年
１
月
13
日
ま
で

　

三
芳
町
長

○ 

昭
和
54
年
１
月
14
日
か
ら
平
成

３
年
１
月
13
日
ま
で

　

三
芳
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

○ 

昭
和
58
年
８
月
20
日
か
ら
平
成

３
年
１
月
13
日
ま
で

　

三
芳
町
高
齢
者
事
業
団
理
事
長

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

◆
平
成
３
年
11
月

　

埼
玉
県
知
事
表
彰

　

（
地
方
自
治
功
労
）

◆
平
成
10
年
４
月

　

勲
五
等
双
光
旭
日
章

◆
平
成
22
年
11
月

　

三
芳
町
名
誉
町
民

三
芳
町
小
中
学
校
臨
時
職
員
募
集

三
芳
町
学
習
指
導
員

勤 

務
内
容
／
町
内
小
中
学
校
に
勤
務
し
、
教
育
活

動
・
生
徒
指
導
の
補
助
に
あ
た
る
。

資 

格
／
満
22
歳
以
上
で
教
員
免
許
状
（
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学

校
教
諭
）
の
あ
る
方

募
集
人
員
／
若
干
名

勤 

務
条
件
／
１
日
５
時
間
、
週
５
日
（
原
則
授
業

日
）
、
時
給
９
９
０
円

三
芳
町
小
学
校
英
語
指
導
員

勤 

務
内
容
／
町
内
小
学
校
に
勤
務
し
、
英
語
活
動

の
補
助
に
あ
た
る
。

資 

格
／
満
22
歳
以
上
で
英
語
検
定
２
級
程
度
の
資

格
を
有
す
る
方

募
集
人
員
／
若
干
名

勤 
務
条
件
／
１
日
５
時
間
、
週
５
日
（
原
則
授
業

日
）
、
時
給
９
９
０
円

特
別
支
援
学
級
介
助
員

勤 

務
内
容
／
町
内
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に

勤
務
し
、
担
任
の
補
助
に
あ
た
る
。

資 

格
／
満
22
歳
以
上
で
教
員
免
許
状
（
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学

校
教
諭
）
の
あ
る
方

募
集
人
員
／
若
干
名

勤 

務
条
件
／
１
日
７

５
時
間
、
週
５
日
（
原
則

授
業
日
、
夏
季
休
業
期
間
中
は
10
日
程
度
）
、

日
給
８
７
０
０
円

三
芳
町
さ
わ
や
か
相
談
員

勤 

務
内
容
／
町
内
中
学
校
「
さ
わ
や
か
相
談
室
」

に
勤
務
し
、
教
育
相
談
活
動
等
に
あ
た
る
。

資
格
／
満
22
歳
以
上
で
教
員
免
許
状
等
（
カ
ウ
ン

　

セ
リ
ン
グ
の
資
格
等
を
含
む
）
の
あ
る
方

募
集
人
員
／
若
干
名

勤 

務
条
件
／
１
日
５
時
間
、
週
５
日
（
原
則
授
業

日
）
、
時
給
９
９
０
円

三
芳
町
教
育
支
援
員

勤 

務
内
容
／
町
内
小
中
学
校
に
勤
務
し
、
教
育
相

談
・
授
業
等
の
補
助
に
あ
た
る
。

資 

格
／
満
22
歳
以
上
で
学
校
教
育
に
理
解
の
あ
る

方
募
集
人
員
／
若
干
名

勤 

務
条
件
／
１
日
５
時
間
、
週
５
日
（
原
則
授
業

日
）
、
時
給
８
６
０
円

三
芳
町
教
育
相
談
適
応
指
導
員

　

並
び
に
適
応
指
導
補
助
員

勤 

務
内
容
／
三
芳
町
教
育
相
談
適
応
指
導
教
室
に

勤
務
し
、
学
校
復
帰
に
向
け
た
支
援
に
あ
た
る
。

資 

格
／
満
22
歳
以
上
で
教
員
免
許
状
等
（
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
資
格
等
を
含
む
）
の
あ
る
方

募
集
人
員
／
若
干
名

勤
務
条
件

　

適
応
指
導
員
／
１
日
７

５
時
間
、
週
５
日

（
原
則
授
業
日
）
、
日
給
８
７
０
０
円

　

 

適
応
補
助
員
／
１
日
５
時
間
、
週
５
日
（
原
則

授
業
日
）
、
時
給
９
９
０
円

三
芳
町
理
科
支
援
員

勤 

務
内
容
／
町
内
小
学
校
に
勤
務
し
、
理
科
の
実

験
の
補
助
等
に
あ
た
る
。

資
格
／
満
22
歳
以
上
で
理
科
教
育
に
関
心
の
あ
る
方

募
集
人
員
／
若
干
名

勤
務
条
件
／
１
日
５
時
間
、
週
１
日
〜
３
日
程
度

（
原
則
授
業
日
）
、
時
給
８
６
０
円

三
芳
町
小
・
中
学
校
特
別
支
援
教
育
支
援
員

勤 

務
内
容
／
町
内
小
中
学
校
に
勤
務
し
、
個
別
な

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
の
授
業
等
で

の
補
助
に
あ
た
る
。
（
詳
細
に
つ
い
て
後
日
説

明
）

資 

格
／
満
22
歳
以
上
で
、
特
別
支
援
教
育
に
関
心

の
あ
る
方

募
集
人
員
／
若
干
名

勤 

務
条
件
／
１
日
５
時
間
、
週
５
日
（
原
則
授
業

日
）
、
時
給
８
６
０
円

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◆
そ
の
他
の
勤
務
条
件

　

 

報
奨
金
（
６
月
・
12
月
）
、
通
勤
手
当
あ
り
。

労
災
保
険
加
入
。

◆
任
期

　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
26
日

（
学
期
毎
に
更
新
あ
り
）

※
「
特
別
支
援
学
級
介
助
員
」

　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
30
日

（
９
月
末
に
更
新
あ
り
）

◆
応
募
期
間

　

 

平
成
23
年
２
月
２
日

〜
平
成
23
年
２
月
18
日

ま
で
（
厳
守
）

◆
応
募
方
法

　

 

応
募
期
間
内
に
履
歴
書
持
参
の
上
、
役
場
５
階

学
校
教
育
課
窓
口
で
申
込
書
に
記
入
・
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
選
考
を
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

（
内
線
５
２
２
・
５
２
３
）

平成23年２月１日から、下記のとおり手続きが変更になります。対象者や助成金額については、変更ありません。

１月31日まで ２月１日から

接種費用を全額支払い、接種後に3,000円を償
還払い（払い戻し）します。

二市一町実施医療機関での接種費用は一律8,500円です。
病院で接種費用を支払う時に3,000円が助成されます。
（接種費用から3,000円引いた「5,500円」が自己負担）。
＊接種場所は、二市一町の実施医療機関のみです。

町内実施医療機関

医療機関名 所在地（住所） 電話番号 ヒブワクチン 肺炎球菌
ワクチン（小児）

子宮頸がん 
予防ワクチン

高齢者肺炎球菌
ワクチン

あさの内科
クリニック みよし台6－ 274－6221 ○

イムス三芳
総合病院 藤久保 －1 258－2323 ○ ○ ○ ○

こうの医院 北永井 －5 257－8187 ○ ○ ○ ○

埼玉セントラル
病院 上富 259－0161 ○

富士内科
クリニック 藤久保 － 257－0601 ○ ○ ○ ○

三芳野病院 北永井 －6 259－3333 ○ ○

安田醫院 上富 －5 258－3251 ○ ○ ○ ○

山田内科
クリニック 北永井3－ 259－4462 ○ ○ ○ ○

高齢者肺炎球菌（23価肺炎球菌）ワクチン予防接種の一部助成の手続き方法が変わります

◎ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン予防接種
対象　三芳町在住の生後２か月～５歳未満の子ども（＊平成 18 年２月３日以降に生まれた方）
内容　接種費用の全額公費負担
接種場所　二市一町の実施医療機関（左記以外での接種は公費負担の対象外となります）
方法　医療機関に予診票がありますので、医療機関に予約のうえ接種可能です。
　　　任意接種のため、接種医とご相談の上お受け下さい。
注意　年齢により接種回数が異なります。すでに接種された分については、償還払い（払い戻し）はありません。

◎子宮頸がん予防ワクチン予防接種

対象　中学１年生～高校１年生相当の女子
内容　接種費用（３回接種）の全額を助成
接種場所　二市一町の実施医療機関（左記以外での接種は公費負担の対象外となります）
方法　予診票が実施医療機関においてありますので、予約のうえ接種できます。
　　　接種時に保護者の同伴がない場合は、保護者の同意が必要となります（既婚者を除く）。
注意　すでに接種された分については、償還払い（払い戻し）はありません。

 平成２３年2月1日から

ヒブワクチン、小児用肺炎球菌、
子宮頸がん予防ワクチン接種費用の助成

が始まります

　平成23年２月１日から、接種費用の助成が始まります。対象は下記のとおりです。

　なお、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの予防接種は、現在、４歳のお子さんについては、

５歳の誕生日の前々日まで（平成18年２月３日以降生まれの方）の接種までが助成対象となります。

　これらの予防接種は、予防接種法に基づかない任意の予防接種です。

接種にあたっては、予防接種による効果や副反応、健康被害救済制度などよく理解し、接種するかどう

か検討ください。　　　　　　　　　　  　問い合わせ　保健センター　 258－1236　FAX258－5994



広 報 み よ し（ ） 

町･
県
民
税
の
申
告
相
談
の
季
節
で
す

　

今
年
も
町
・
県
民
税
の
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
書
の
提

出
が
な
い
と
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
、
保
育
所
の
入
所
、
ま
た
は
児

童
手
当
等
に
使
用
す
る
証
明
書
が
発
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
期
間
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
期
限
間
近
、
特
に
３
月
８
日
以
降
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
は
な
る
べ
く
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
住
民
税
係
（
内
線
１
３
２
〜
１
３
４
）

◇
申
告
す
る
人

 

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
三
芳
町

に
住
所
の
あ
る
人
。

 

他
市
町
村
に
居
住
し
、
三
芳
町
に
事

業
所
又
は
家
屋
敷
を
所
有
す
る
人
。

※ 

町
・
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
、
１
月

下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
届
い

て
い
な
い
人
で
申
告
が
必
要
な
人
は

住
民
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
で
勤
務
先
か

ら
町
に
給
与
支
払
報
告
書
が
送
付
さ

れ
る
人
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
。

 

納
税
義
務
者
の
控
除
対
象
配
偶
者
や

扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
人
。

　

 

た
だ
し
、
納
税
義
務
者
が
単
身
赴
任

な
ど
で
、
町
外
に
住
ん
で
い
る
場
合

は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
書

印
鑑

ボ
ー
ル
ペ
ン
及
び
計
算
用
具

 

所
得
金
額
を
証
明
す
る
書
類
（
源
泉

徴
収
票
・
決
算
書
の
控
等
）

 

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
国
民
年

金
等
の
領
収
書

 

支
払
生
命
保
険
料
（
個
人
年
金
保
険

料
）
及
び
地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書

 

そ
の
他
参
考
と
な
る
も
の
（
障
害
者

手
帳
・
学
生
証
等
）

※ 

所
得
控
除
申
告
手
続
き
の
際
に
は
、

必
ず
領
収
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
告
に
関
す
る
お
願
い

 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ

て
い
る
人
は
、
川
越
税
務
署
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

 

自
分
で
申
告
書
の
記
載
が
で
き
る
人

又
は
源
泉
徴
収
票
の
提
出
だ
け
で
申

告
が
完
了
す
る
人
は
、
郵
送
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

 

申
告
期
間
中
は
、
職
員
が
会
場
へ
出

か
け
て
い
ま
す
の
で
、
税
務
課
の
窓

口
で
は
申
告
の
受
け
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
簡
易
な
所
得
税
の
確
定
申
告
も
受
け

付
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
左
記

〜

に
記
載
し
た

申
告
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

川
越
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
分
以
前
の
申
告

 

土
地
・
家
屋
及
び
ゴ
ル
フ
会
員
権
等

の
譲
渡
所
得
の
申
告

 

配
当
所
得
の
分
離
課
税
を
選
択
し
た

申
告

 

相
続
又
は
贈
与
税
に
係
る
生
命
保
険

契
約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
基
づ
く

年
金
に
よ
る
所
得
の
申
告

 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

人
で
、
増
改
築
、
認
定
長
期
優
良
住

宅
の
新
築
等
、
住
宅
借
入
金
を
連
帯

債
務
、
ロ
ー
ン
の
借
り
換
え
及
び
マ

イ
ホ
ー
ム
を
譲
渡
さ
れ
た
人

青
色
申
告

株
式
の
譲
渡
所
得
の
申
告

退
職
所
得
の
申
告

町・県民税の申告相談日時および会場

期　日
対　象　地　域

会　場
午前９時～11時 午後１時～４時

２月16日 上富１区 上富２・３区

三芳町役場

３階会議室

17日 北永井１区 北永井２・３区

18日 北永井１区 北永井２・３区

20日 上富・北永井・みよし台

21日 藤　久　保　１　区

22日 藤　久　保　１　区

23日 藤　久　保　２　区

24日 藤　久　保　２　区

25日 藤　久　保　３　区

27日 藤久保　・　竹間沢

28日 藤　久　保　３　区

３月１日 藤　久　保　４　区

２日 藤　久　保　５　区

３日 藤　久　保　６　区

４日 竹　間　沢　１　区

７日 み よ し 台 １ 区

８日

この期間は、上記の日程に

都合のつかない人が対象に

なります。

９日

10日

11日

14日

15日

※
平
日
以
外
に
も
、
２
月
20
日
・
27
日
の
日
曜
日
に
相
談
・

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
両
日
と
も
相
当
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

（ ）広 報 み よ し

所得税の確定申告はお早めに！
◇
申
告
す
る
人

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

で
、
平
成
22
年
中
の
各
所
得
の
合
計

が
、
所
得
控
除
合
計
よ
り
多
い
人
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
で
、
年
末
調
整

さ
れ
な
か
っ
た
給
与
所
得
が
あ
る
人
。

土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
、
機
械

な
ど
の
動
産
を
売
却
し
た
人
。

※
確
定
申
告
書
は
ご
自
分
で
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
税
務
署
あ
て
郵
送
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

人
に
つ
い
て
は
、
町
・
県
民
税
や
事
業

税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
申
告
会
場

川
越
税
務
署（
川
越
市
大
字
並
木
452

２
）

◇
申
告
日

２
月

日

〜
３
月

日

※
今
年
の
確
定
申
告
期
間
中
は
、
平
日

以
外
で
も
２
月
20
日

と
２
月
27
日

の
２
日
間
に
限
り
、
川
越
税
務
署
会

場
の
み
で
確
定
申
告
の
相
談
・
申
告
書

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
こ

の
２
日
間
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
予
め
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
２
日
間
は
、
東
上
パ
ー

ル
ビ
ル
会
場
で
の
相
談
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先

川
越
税
務
署
申
告
案
内
窓
口

　

〒
350

８
６
６
６　

　

川
越
市
大
字
並
木
452

２

申
告
案
内
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

　

235

９
４
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１

　

還
付
申
告
相
談
会
場
で
は
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
等
が
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る

た
め
の
確
定
申
告
を
２
月
10
日
か
ら
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
と
必
要
書
類

（
広
報
み
よ
し
１
月
１
日
号
参
照
）
を

持
参
し
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
内
容

 

給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
を
受

け
ら
れ
る
方

 

平
成
22
年
中
に
中
途
退
職
し
た
後
、

就
職
し
な
か
っ
た
方
で
、
給
与
所
得

に
つ
い
て
年
末
調
整
が
お
済
み
で
な

い
方

 

所
得
が
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

の
み
の
方
で
、
医
療
費
控
除
や
社
会

保
険
料
控
除
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
方

（注）

〜

以
外
の
内
容
の
人
は
、
東
上

パ
ー
ル
ビ
ル
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
川
越
税
務
署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
受
付
期
間　

　

２
月
10
日

〜
３
月
９
日

　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◇
還
付
申
告
の
相
談
会
場　

　

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル　

地
下
１
階

　

（
川
越
駅
西
口
徒
歩
１
分
）

◇
問
い
合
わ
せ

　

 

川
越
税
務
署
申
告
案
内
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

　

235

９
４
１
１

還
付
申
告
を
さ
れ
る
人
へ

所得税の確定申告は、e-Tax（国税電子申告・納税システム）をご利用ください。
　e Taxは、これまで書面で行われていた、所得税・法人税・消費税などの申告や法定調書の提出、納税証
明書の交付請求、電子申告・納税等開始（変更）届出などについて、インターネットを通じて手続きが行わ
れるものです。また、納税についても、全税目についてペイジ一対応のインターネットバンキングやＡＴＭ
などを利用して行うことができます。

☆ e - T a x をご利用いただくメリット☆

●国税庁ホームページから電子申告

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナ

ー」で作成したデータは、e-Tax（電子申告）を利

用して提出することができます。

※確定申告等作成コーナーは、「確定申告特集ペー

ジ」からご覧ください。

●最高5,000円の税額控除

　平成22年分の所得税の確定申告を本人の電子署名

及び電子証明書を付して、申告期限内にe-Taxで行

うと、所得税額から最高5,000円の控除を受けるこ

とができます。

※平成19年分から平成22年分の間でいずれか１回

●添付書類の提出省略

　医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容

を入力して送信することにより、提出又は提示を省

略することができます。

※確定申告期限から３年間、書類の提出又は提示を

求められることがあります。

●還付金がスピーディー

　e-Taxで申告された還付申告は、早期処理してい

ます。（３週間程度に短縮）

●24時間いつでも利用可能

　所得税の確定申告期間中は、24時間e-Taxの利用

が可能です。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

☆もっと詳しい情報は・・・

　e-Taxホームページは、利用開始の手続、ご
利用時間、パソコンの環境、e-Taxソフトの操作
方法、よくある質問（Ｑ＆Ａ）など、e-Taxに関
する最新の情報についてお知らせしています。
e-Taxご利用前にぜひご覧ください。　　　　　

問い合わせ
＊e-Taxに関する情報
　「e-Taxホームページ」　www.e-tax.go.jp
＊e-Taxの操作に関するお問い合わせ
　「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」
　 ０５７０ ０１５９０１
　※月～金曜日（祝日等を除く）の午前９時から
　午後５時まで



２月１日から
「赤ちゃんの駅」がスタート！
　乳幼児を抱える保護者の皆さんの子育てを支援する取り組みの一環として、外出中に
授乳やオムツ替えなどで立ち寄ることができるような施設を「赤ちゃんの駅」として登
録しています。
　「赤ちゃんの駅」として登録された施設には、利用者の皆さんが気軽に立ち寄れるよ
う、目印となるステッカーやのぼり旗を目立つ場所に掲示しています。
　この事業は、公共施設だけではなく、民間施設とも協力して取り組み、地域社会全体
で子育て家庭を支える意識を高めていくものです。

問い合わせ　こども支援課保育係（内線162～164）

「赤ちゃんの駅」は各施設において、設置状況や利用条件などが異なります。
ご利用の際は各施設の利用条件のもと、お気軽にご利用ください。

「赤ちゃんの駅」のぼり旗

「赤ちゃんの駅」ステッカー

三芳町赤ちゃんの駅登録施設

施設名 設置場所

三芳町役場 会計課応接室

中央公民館 事務室

藤久保公民館 ２階団体活動室

第一保育所 医務室

第二保育所 事務室

第三保育所 更衣室

北永井児童館 工作室・図書室

藤久保児童館 集会室

竹間沢児童館 集会室

子育て支援センター なかよし広場

歴史民俗資料館 ロビー

ダイエー三芳店 ２階赤ちゃんルーム

ウニクス三芳 授乳室

未
公
開
株
の
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　

再
び
増
加

　

最
近
も
ま
た
、
「
上
場
間
近
で
あ
る
。
上
場
さ
れ
れ
ば

２
倍
以
上
の
価
格
に
な
る
と
の
説
明
で
購
入
し
た
が
、
今

だ
に
上
場
し
な
い
」
な
ど
の
未
公
開
株
取
引
被
害
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
手
口
は
販
売
会
社
Ａ
や
そ
の
買
取
り

を
約
束
す
る
Ｂ
等
が
登
場
し
消
費
者
の
投
資
欲
を
あ
お
っ

た
り
（
劇
場
型
）
、
過
去
の
被
害
を
回
復
し
た
い
と
思
う

心
理
に
付
け
入
る
（
被
害
回
復
型
）
等
手
口
が
巧
妙
化
し

て
い
ま
す
。

平成23年度４月からの

  保育所、児童館、学童保育室及びみどり学園
臨時職員（パート）の登録募集

下記のとおり臨時職員の登録を募集します。　　　           　　問い合わせ　こども支援課保育係（内線162～164）

保育所 学童保育室 児童館 みどり学園

勤務種別 一日勤務 短時間勤務 短時間勤務 一日勤務 一日勤務

職   　種 保育士 保育士 用務員 児童厚生員 児童厚生員 保育業務

勤 務 地 町立各保育所 町立学童保育室 町立児童館 町立みどり学園

任用期間 平成23年４月１日から平成23年９月30日まで（以降、６カ月ごとに更新する場合有り）

勤 務 日

月～金曜日の
週５日
※行事等により土
曜日等に勤務を要
する場合有り

月～金曜日
早朝・午後・夕
方の４時間から
５時間程度

土曜日
７時から16時30
分の６時間程度

月～金曜日
８時30分から17
時まで

土曜日
８時30分から16
時まで

※ と のうち
３日以上勤務で
きる方。

月～金曜日の週５日
※土曜日は月１回程
度の勤務の他、行事
等により勤務を要す
る場合有り

火～土曜日の週５日
※行事等により日曜
日等に勤務を要する
場合有り

月～金曜日の週５日
※行事等により土曜
日等に勤務を要する
場合有り

勤務時間

８時30分から17
時15分まで（時
差出勤および時
間外勤務有り）

平日の場合
13時30分から18時30
分まで（うち４時間
を交替で勤務）
一日保育の場合　
８時から18時30分ま
で（うち4～６時間
を交替で勤務）
土曜保育の場合　
８時30分から16時ま
で（うち６～７時間
を交代で勤務）

９時から17時まで
（時間外勤務有り）

８時30分から17時
15分まで（時間外
勤務有り）

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

必要資格 保育士 保育士 不問
保育士、幼稚園教
諭、小学校教諭もし
くは養護学校教諭

保育士、幼稚園教
諭、小学校教諭

保育士

賃 　  金 日給7,600円 時給940円 時給820円 時給850円 日給6,600円 日給7,600円

そ の 他

健康保険、厚生年
金、雇用保険、労災
保険加入有り。有給
休暇及び夏期休暇
有り。通勤手当は実
情に応じ支給。

雇用保険は勤務
条件により加入有
り。労災保険加入
有り。有給休暇有
り。通勤手当は実
情に応じ支給。

労災保険加入有
り。有給休暇有
り。通勤手当は実
情に応じ支給。

雇用保険、労災保険
加入有り。有給休暇
有り。通勤手当は実
状に応じ支給。

健康保険、厚生年
金、雇用保険、労災
保険加入有り。有給
休暇及び夏期休暇
有り。通勤手当は実
状に応じ支給。

健康保険、厚生年
金、雇用保険、労
災保険加入有り。
有給休暇有り。通
勤手当は実情に応
じ支給。

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

事
例

　

三
年
前
購
入
し
て
い
た
、
未
公

開
株
が
換
金
で
き
ず
悩
ん
で
い
た

所
、
「
そ
の
株
を
買
い
た
い
」
と

言
う
投
資
会
社
Ｂ
か
ら
電
話
を
受

け
当
初
は
断
っ
て
い
た
が
、
熱
心

だ
っ
た
の
で
話
を
聞
く
事
に
し
た
。

　

買
取
り
の
条
件
と
し
て
、｢

自

分
の
会
社
名
で
は
買
え
な
い
。
○

社
の
未
公
開
株
を
五
百
万
円
購
入

し
て
く
れ
れ
ば
、
二
倍
の
額
で
一

緒
に
買
取
り
た
い｣

と
言
わ
れ
た
。

前
に
Ａ
販
売
業
者
か
ら
○
社
の
未

公
開
株
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
て
い

た
の
で
、
早
速
Ａ
販
売
業
者
か
ら

購
入
し
た
が
、
買
い
取
る
と
言
っ

た
投
資
会
社
Ｂ
と
連
絡
が
付
か
な

く
な
っ
た
。
買
取
す
る
と
言
っ
た

投
資
会
社
Ｂ
と
販
売
業
者
Ａ
が
仲

間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え

て
来
た
。

　

以
上
は
、
劇
場
型
と
被
害
回
復

型
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
二
次
被
害
の

事
例
で
す
。

＊ 

未
公
開
株
は
実
際
に
上
場
さ
れ

な
け
れ
ば
、
売
買
す
る
こ
と
は

難
し
く
換
金
方
法
は
殆
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

り
ま
す
。
最
近
は
社
債
等
に
変
え

た
も
の
も
出
て
来
て
い
ま
す
。

過
去
に
未
公
開
株
を
購
入
し
た

事
の
あ
る
人
は
特
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
！

　

複
数
の
業
者
が
執
拗
に
勧
誘
し

た
り
、
被
害
回
復
を
う
た
っ
て
消
費

者
を
騙
す
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

過
去
の
契
約
情
報
を
元
に
勧
誘
す

る
業
者
は
信
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す

る
事
！

　

高
齢
者
ト
ラ
ブ
ル
を
見
る
と
二

次
被
害
が
目
立
ち
ま
す
。
儲
か
る
、

損
が
取
り
戻
せ
る
な
ど
、
業
者
を
信

じ
、
被
害
に
あ
っ
た
事
を
認
識
し
て

い
な
い
人
も
多
い
た
め
、
家
族
な
ど

周
囲
の
人
が
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

三
芳
町
消
費
生
活
相
談

相
談
日　

毎
週
火
曜
・
金
曜

　

（
年
始
年
末
・
祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

役
場
２
階
環
境
産
業
課
隣

　
　
　

「
消
費
生
活
相
談
室
」

問
い
合
わ
せ

　

環
境
産
業
課
（
内
線
２
１
４
）

  そんなに
儲かるなら
俺がやってるよ

＊ 

取
り
引
さ
れ
る
未
公
開
株
を

み
る
と
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
な
ど
を
連
想
さ
せ
る
名
称

が
目
立
ち
ま
す
。

対
策
ア
ド
バ
イ
ス

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
！

　

必
ず
儲
か
る
、
被
害
回
復
出
来

る
な
ど
の
説
明
を
信
じ
て
業
者
に

お
金
を
払
っ
て
し
ま
う
と
、
業
者

と
連
絡
が
取
れ
な
い
と
い
っ
た
こ

と
や
、
さ
ら
に
は
上
場
さ
れ
な
い

ば
か
り
か
発
行
業
者
が
倒
産
し
て

し
ま
い
、
高
額
な
未
公
開
株
が
紙

く
ず
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

必ず儲かり
  ます！

その被害、回
復できますよ

＊詳しくは三芳町ホームページにも掲載
　してありますので、ご確認ください。



町 の
動 き
町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

三
芳
町
副
町
長
池
上
浩
昭
氏
が

退
任
さ
れ
ま
し
た

　協働のまちづくり条例の理念の実現に向け、行政との協働によって、まち

づくりに貢献する住民組織「協働のまちづくりネットワーク」（まちづくり

ネット）の活動について紹介します。

　まちづくりネットは、「このまちをより良くするために何かできないか」とい

う思いを持つ住民がつどい、実現したもので、現在5グループが活躍中です。

問い合わせ　地域振興課（内線267・268）

高齢者サロン北永井2区にも誕生

　高齢者の交流・親睦の場として、

藤久保第五区集会所に続いて、２か

所目になります。北永井のサロンは毎

月第４木曜日の午後１時30分から、

会場は北永井第二区集会所です。

近い将来、サロンを町内各所に開設

することで、「支

え合いのまちづく

り」に向けて努力

していきます。

美しい自然を守るための活動を
　三芳町役場東側緑地公園脇の雑木

林、唐沢小学校東側の保存林の整備

を行い、見違えるほどきれいになり

ました。また、地球温暖化防止活動

としてエコライフの普及活動、町内

のおすすめ公園パンフレットを作成

し、公民館等に設置しました。

　子や孫の代まで青い地球

を保つため、一緒に活動し

ませんか。

安全・安心マップ完成
　町内の交通や防犯上の危険箇所

を踏査し、小学校全５校分が完成し

て、各校へ配布しました。その後

も訪問して意見交換したり、警察署

と勉強会を行ったりと更なる改良に

取り組んでいます。新しいテーマに

も挑戦すべく「町防災計

画」の勉強会を開始し、

少しでも地域防災に協力

できないか模索中です。

埼玉Ｂ級グルメ王決定戦に挑戦

　町職員有志と協働で「上富けやき通り

ＩＭＯ楽会」を結成し、加須市にて開催の

“第７回埼玉Ｂ級グルメ王決定戦”に富の

川越いもを使った「切り株揚げ」で初挑

戦。また、地元野菜を直接消費者に提供

するため、毎月第４土曜日の10時か

ら、藤久保公民館横みらい広場で

「やさい市」を開催しています。

寺子屋の開設に向けて

　昨年９月に北永井児童館のフェス

ティバルに参加し、豚汁や蒸かしイ

モの下ごしらえなどの手伝いをしま

した。新年度からは、子どもの居場

所として、「一緒に学ぶための“寺

子屋”」の開設などの新し

い展開も考えていますの

で、ご期待ください。

みんなで
知恵と力を出し合って
魅力ある町を創ろう!!

まちづくりネットでは、随時会員を募集して
います。このたび町と合同でまちづくりの魅
力を紹介するフェアを下記のとおり開催しま
すので、あなたもこの機会にまちづくり
への一歩を踏み出してみましょう。
まちづくりネット運営委員長

協働の まちづくりフェア
日時　平成23年3月6日 　午後1時～4時
場所　藤久保公民館ホール　　※入場無料・申込み不要

『協働／みんなで 魅力 あるまちをデザイン 』
～楽しみながら、より身近にまちづくりの魅力を感じよう!!～

プレゼンテーション

まちづくり対抗『夢』合戦
まちづくりネットのメンバーがまちづくりの魅力を語ります。
まちづくりクイズ抽選会
正解者の中から抽選で40名の方に三芳町の特産品などをプレゼント
淑徳大学トーク＆ショー
淑徳大学の地域貢献活動の紹介と学生パフォーマンス
まちづくり活動紹介ブース
５分野の特徴を活かした個性あふれるブースを会場内に設置します。

　みんなで魅力あるまちを一緒につくっていきましょう♪

☆すでにボランティア活動している皆さんもぜひご参加ください。

テーマ

内　容

広 報 み よ し（ ） （ ）町 の 動 き

工　事　予　定　一　覧　表 ▽
一
五
〇
〇
円
／
十
二
月
二
十
二
日

　

荒
田
光
男

▽
一
五
〇
〇
円
／
十
二
月
二
十
二
日

　

塩
野
英
男

▽
一
五
〇
〇
円
／
十
二
月
二
十
二
日

　

川
田
茂

▽
一
五
〇
〇
円
／
十
二
月
二
十
二
日

　

山
本
明
彦

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

▽
七
万
六
三
○
〇
円
／
十
二
月
七
日

　

テ
ニ
ス
協
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ミ
ッ
ク
ス
大
会

（
太
陽
の
家
の
寄
附
と
し
て
）

│
│
│
│ 

社
会
福
祉
協
議
会

工事名 完成予定 備　　考

町道幹線22号線道路
修繕工事

平成23年
３月10日

竹間沢第１区地内
距離100.00ｍ

町道竹間沢東１号線
道路修繕工事

平成23年
３月10日

竹間沢東地内
距離105.00ｍ

北松原地区雨水管布設
工事

平成23年
３月18日

藤久保第３区地内
距離63.80ｍ

▽
三
万
五
〇
○
○
円
／
十
一
月
二
十
九
日

　

Ａ
Ｓ
Ａ
つ
る
せ
中
央

▽
一
万
円
／
十
二
月
一
日

　

老
連　

婦
人
部

▽
七
〇
○
○
円
／
十
二
月
一
日

　

匿
名

▽
二
〇
○
○
円
／
十
二
月
二
日

　

グ
リ
ー
ン
・
エ
コ

▽
一
一
四
二
円
／
十
二
月
三
日

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
な
ご
み
」

▽
一
万
五
〇
〇
〇
円
／
十
二
月
六
日

　

三
芳
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

▽
一
五
○
○
円
／
十
二
月
十
日

　

寺
尾
雅
治

▽
五
〇
○
○
円
／
十
二
月
十
六
日

　

三
芳
町
聴
覚
障
害
者
の
会

　

三
芳
手
話
サ
ー
ク
ル

▽
二
万
四
四
〇
六
円
／
十
二
月
十
六
日

　

ふ
じ
み
野
霊
園
窓
口
募
金
箱

▽
五
〇
○
〇
円
／
十
二
月
十
七
日

　

グ
ル
ー
プ
「
花
絆
」

▽
一
五
〇
〇
円
／
十
二
月
二
十
一
日

　

寺
尾
雅
治

▽
一
五
〇
〇
円
／
十
二
月
二
十
一
日

　

匿
名

▽
二
〇
〇
〇
円
／
十
二
月
二
十
二
日

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活
支
援
グ
ル
ー
プ 

パ
ラ
ソ
ル

▽
一
五
〇
〇
円
／
十
二
月
二
十
二
日

　

寺
尾
雅
治

ご存知ですか？
　国民年金の任意加入制度

国民年金保険料の納付は
　口座振替がおトクです！

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用

になれます。

　口座振替をご利用されますと、保険料が自動的

に引き落とされるので、金融機関などに行く手間

が省けるうえ、納め忘れもなくとても便利です。

　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に

引き落とさせていただくことにより月々50円割引

される早割制度や、現金納付よりも割引額が多い

６か月前納・１年前納もあり、大変お得です。

　口座振替をご希望の方は、納付書（または年金

手帳）、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご

希望の金融機関または年金事務所へお申し出くだ

さい。

問い合わせ

　住民課保険年金係　（内線156）FAX274 1101

　老齢基礎年金は、20歳から60歳になるまでの40

年間保険料を納めなければ、満額の年金を受け取

ることができません。

　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険

料の納付済期間が40年間に満たない場合は、60歳

から65歳になるまでの間に国民年金に任意加入し

て、満額の年金に近づけることができます。

　なお、老齢基礎年金を受給するためには、保険

料の納付済期間や保険料の免除期間等が原則とし

て25年以上必要となりますが、この要件を満たし

ていない場合は、70歳になるまで任意加入するこ

とができます（ただし、昭和40年４月１日以前に

生まれた方に限られます）。

　また、海外に在住する日本国籍の方も国民年金

に任意加入することができます。

　

平
成
20
年
１
月
１
日
か
ら
三
芳
町
副

町
長
を
務
め
ら
れ
た
池
上
浩
昭
氏
が
、
一

身
上
の
都
合
に
よ
り
、
平
成
23
年
１
月

13
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

│
│
│
│
秘
書
広
報
室

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
三
芳
町
教

育
長
を
務
め
ら
れ
た
柳
榮
治
氏
が
、
一

身
上
の
都
合
に
よ
り
、
平
成
23
年
１
月

13
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

│
│
│
│
教
育
総
務
課

三
芳
町
教
育
長
柳
榮
治
氏
が

退
任
さ
れ
ま
し
た

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
寄
附
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
財
源
と
し

て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

～あなたも協働のまちづくりに参加してみませんか！！～

▲　高齢者ふれあいサロン ▲　みよしっ子やさい市

産 業 観 光

都 市 安 全

教 育 文 化

み ど り 環 境健 康 福 祉

2011
『
ま
ち
づ
く
り
』
と
か
け
ま
し
て

『
三
芳
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
』
と
解
き
ま
す
…
。

                 

そ
の
心
は
？

○
○
○
に
○
○
○
が
あ
り
ま
す
★

答え・・・未来（みらい）／望み（のぞみ）

『やさい市』同時開
催

国民年金



「消したかな」　あなたを守る合言葉
－２０１０年度全国統一防火標語－

〒356-0052　
ふじみ野市苗間1-13-28
TEL   049（261）6000（代）
FAX   049（261）4395（代）

HP　h t t p : / / w ww . i r um a t o h b u 1 1 9 . j p /
Emai l　shobo@irumatohbu119. jp（代）
火災の問い合わせ 049（263）0119（テープ案内）
救急病院の御案内  049（261）6000（休日・夜間）

－入間東部地区消防組合防火標語－

みんなの消防（ ） （ ）み ん な の 消 防

怖いのは  火よりあなたの  慣れ油断

　

11
月
５
日
に
、
秩
父
鉄
道
検
車
区
で
、

県
内
36
消
防
本
部
の
参
加
に
よ
り
大
規
模

災
害
を
想
定
し
た
鉄
道
災
害
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

鉄
道
災
害
訓
練
を
実
施

　

11
月
21
日
に
、
当
消
防
組
合
消
防
訓

練
場
で
、
消
防
特
別
点
検
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
消

防
団
員
２
０
０
名
（
内
女
性
７
名
）
の
人

員
・
服
装
・
規
律
・
車
両
点
検
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
が
発
生
し
た
時
、
消
防
隊
員
と
共

に
災
害
防
御
活
動
を
す
る
消
防
団
は
、
自

営
業
や
会
社
員
な
ど
の
本
業
を
持
ち
な
が

ら
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
で
、

地
域
防
災
の
中
核
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
●
消
防
団
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

警
防
課

　

２
６
１

６
６
５
９

優勝：大日本印刷（株）

　　　上福岡工場チーム

　

11
月
11
日
、
川
越
市
内
で
、
解
体
予
定

の
旧
県
立
図
書
館
建
物
を
利
用
し
、
近
隣

消
防
本
部
合
同
で
穿
孔
技
術
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

２
市
１
町
の
消
防
団
員
と
、　

　

消
防
団
車
両
が
集
結
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
穿
孔
技
術

訓
練
を
実
施

消
防
特
別
点
検
を
実
施

救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

現
在
、
富
士
見
市
・
ふ
じ
み

野
市
・
三
芳
町
に
６
台
の
救
急

車
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

救
急
要
請
が
頻
発
し
た
場
合
、

最
寄
の
消
防
署
か
ら
現
場
に
出

動
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
現
場
到
着
が
遅

れ
、
生
命
に
か
か
わ
る
重
症
者

に
対
し
、
迅
速
な
対
応
が
で
き

な
い
な
ど
の
支
障
を
き
た
す
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
性
の
な
い
救
急
要
請
は

控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

軽
症
患
者
の
不
適
切
な

救
急
要
請
例

○
救
急
車
で
行
く
と
、
早
く
診

て
も
ら
え
る

＊ 

診
察
順
は
医
師
が
判
断
す
る

た
め
、
そ
の
よ
う
な
事
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
自
家
用
車
が
な
い
。

○
タ
ク
シ
ー
代
が
な
い
。

○
道
路
渋
滞
し
て
い
る
。

　

10
月
に
三
芳
町
内
で
発
生
し
た

火
災
で
、
三
芳
町
に
在
住
の
原
吉
彦

さ
ん
、
山
根
泰
雄
さ
ん
、
島
田
彰
さ

ん
、
富
士
見
市
に
在
住
の
笹
井
浩
さ

ん
が
、
初
期
消
火
を
し
、
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
ま
し
た
。

　

こ
の
勇
気
あ
る
行
動
に
対
し
、

消
防
本
部
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。 初

期
消
火
協
力
者
に

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た

写真左から、原さん、島田さん、笹
井さん、山根さん、消防長

　

10
月
12
日
に
、
富
士
見
市
に
あ
る
当
消

防
組
合
消
防
訓
練
場
で
「
自
分
の
職
場
は

自
分
達
で
守
る
」
を
理
念
に
、
管
内
の
事

業
所
29
チ
ー
ム
の
出
場
に
よ
り
、
自
衛
消

防
隊
消
防
操
法
競
技
大
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

屋
内
消
火
栓
操
作
技
術
向
上
と
、
防
火

意
識
の
普
及
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

自
衛
消
防
隊
消
防
操
法
競
技　

大
会
を
実
施

優勝：社会福祉法人美咲会

　　　 みずほ苑チーム

も
う
設
置
し
ま
し
た
か
？

ー
住
宅
用
火
災
警
報
器
ー

緊急停車した電車から乗客を救出する

隊員（訓練）

救助資機材でコンクリート壁に救出

用の穴を開ける隊員

　

11
月
16
日
に
、
富
士
見
市
民
文
化

会
館
「
キ
ラ
リ
ふ
じ
み
」
で
、
消
防
音

楽
隊
合
同
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
埼
玉
県
内
12
消
防
本
部
の
音
楽

隊
が
一
堂
に
会
し
、
火
災
予
防
の
啓
発
・

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て

日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
消
防
組
合
音
楽
隊
は
、
消
防
・

救
急
隊
員
な
ど
の
消
防
職
員
で
構
成
さ

れ
、
ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
音
楽
隊
に
入

隊
し
て
初
め
て
楽
器
を
始
め
ま
し
た
。

埼
玉
県
下
消
防
音
楽
隊

合
同
演
奏
会
を
開
催

　

12
月
24
日
に
、
年
末
の
買

い
物
客
ら
で
賑
わ
う
大
型
店

を
対
象
に
、
防
火
防
災
上
の

管
理
を
徹
底
す
る
目
的
で
、

歳
末
特
別
査
察
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

災
害
時
に
お
け
る
利
用
者

の
安
全
確
保
が
さ
れ
て
い
る

事
を
確
認
し
、
継
続
し
て
防

火
安
全
対
策
の
徹
底
を
図
る

よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

歳
末
特
別
査
察
を

実
施

　

昨
年
１
月
か
ら
12
月
の
１
年
間
に
、

富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町

で
の
火
災
発
生
状
況
は
、
合
計
で
62

件
で
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
も
増

え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
火
災
を
未

然
に
防
ぎ
、
住
民
の
皆
様
に
火
災
予

防
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
消
防
署
で
は
、
火
災
予
防
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
一
般
家
庭
の
防
火
診
断
、

ま
た
、
事
業
所
の
火
災
予
防
特
別
査

察
を
実
施
し
ま
し
た
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

春
の
火
災
予
防
運
動

（
３
月
１
日
〜
７
日
）

■
火
災
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

し
ま
す

・
３
月
５
日
、
午
前
10
時
〜
12
時　

　

（
予
定
）　

　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
モ
ー
ル
埼
玉
大
井　

・
３
月
６
日
、
午
後
１
時
〜
３
時

　

（
予
定
）　
　

　

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
三
芳

入
間
東
部
地
区
消
防
音
楽
隊

の
演
奏
の
様
子

戸
口
消
防
長
に
よ
る
査
察

　

１
月
９
日
に
、
ふ
じ
み
野
市
役
所
前
で
、
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

消
防
職
員
、
埼
玉
県
防
災
航
空
隊
に
よ
る
消
防
総
合
演
習
や
、
消
防

職
員
・
消
防
団
員
の
分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
福
岡
太
鼓
」
の
勇
ま
し
い
太
鼓
演
技
や
、
な
が
み
や
幼
稚

園
鼓
笛
隊
の
可
愛
ら
し
い
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
出
初
式
を
挙
行

防火作品の表彰が行われました。
作品は防火ポスターとして、火災
予防の啓発に活用されます。

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
相
談
窓
口
を
開
設

訓

練

模

様先生の初期消火訓練を真剣に見守
る園児たち

桑の実保育園（三芳町）
消防訓練

火災の主な出火原因と対策を講義

フクトピア（ふじみ野市）
高齢者防火指導教室

講話の後、消防音楽隊の演奏で
リラックス

水谷東公民館（富士見市）
高齢者防火指導教室

　

消
防
署
で
は
、「
住
宅
用
火

災
警
報
器
設
置
相
談
窓
口
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り

付
け
場
所
、
取
り
付
け
る
種
類
、

取
り
付
け
支
援
、
共
同
購
入
等

に
つ
い
て
、
最
寄
の
消
防
署
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

取
り
付
け
支
援
実
施
中

　

消
防
職
員
が
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
取
り
付
け
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

＊
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

●
対
象

　

町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

の
み
の
ご
家
庭
等
で
、
設
置
日

ま
で
に
電
池
式
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
購
入
で
き
る
ご
家
庭
。

●
申
込
方
法

　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
取
付
け
個

数
・
希
望
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
・
予
防
課
予
防
係

　

２
６
１

６
０
０
７

　

FAX
２
６
１

４
３
９
５

入間東部地区消防組合消防本部
三芳町・富士見市・ふじみ野市



教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

 

学
校
を
取
り
巻
く
社
会
的
な
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
、
い
じ
め
や
不
登

校
、
学
力
の
定
着
の
不
十
分
さ
に
よ
る

学
習
意
欲
の
低
下
等
、
様
々
な
今
日
的

な
教
育
問
題
が
あ
り
、
本
町
で
も
課
題

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
教
育
問
題
を
解
決
す
る
ひ

と
つ
の
手
段
と
し
て
、
義
務
教
育
の
９

年
間
を
通
し
て
継
続
的
で
一
貫
性
の
あ

る
教
育
を
展
開
し
、
一
人
一
人
の
個
性

を
伸
ば
す
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

 

そ
こ
で
三
芳
町
教
育
委
員
会
で
は
町

の
よ
さ
や
各
中
学
校
区
の
特
色
を
生
か

し
、
小
学
校
と
中
学
校
が
一
体
と
な
り

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
「
三
芳
町
小
中

一
貫
教
育
」
を
平
成
21
年
度
よ
り
推
進

し
て
い
ま
す
。

 

「
三
芳
町
小
中
一
貫
教
育
」
と
は
、

い
わ
ゆ
る
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
（
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
と
は
、
中
学
校
入
学
後
、
生

活
や
学
習
の
リ
ズ
ム
が
変
化
す
る
こ
と

や
児
童
生
徒
の
心
と
体
の
成
長
の
問
題

等
か
ら
生
じ
る
目
に
見
え
な
い
段
差
＝

ギ
ャ
ッ
プ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
）
が

生
じ
な
い
よ
う
小
学
校
と
中
学
校
の
連

携
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る
も
の
で
、
三

芳
町
の
子
ど
も
た
ち
が
義
務
教
育
を
修

了
す
る
時
点
で
、
「
自
立
す
る
た
め
に

必
要
と
さ
れ
る
基
礎
基
本
」
を
確
実
に

身
に
つ
け
る
た
め
の
取
組
で
す
。

小学校と進学先である中学校で学習面

や生活面等について具体的な「育てた

い児童生徒像」を共有し指導に生かし

ます。

中学校で学習する内容を小学校段階か

ら見通し、小学校での指導を工夫した

り、１日体験入学や出前授業（中学校

の教員が小学校に出向き授業をするこ

と）、行事等で小学生と中学生の交流

を実施したりします。

児童が小学校で学んだことを、中学校

でさらに発展させられるよう指導方法

を工夫したり、継続的な生徒指導・心

の教育についての９年間を見通した指

導計画を立て、実施したりします。

小学校、中学校で共通したきめ細やか

な指導ができます。

小学生が中学校での生活をイメージで

き、具体的な目標設定ができます。ま

た、中学生にとっては自らの経験を振

り返る機会となり、成長を実感できる

とともに、あらたな課題を見つけるき

っかけにもなります。

小・中学校での一貫した教育計画が作

成、実施できます。

　

「
三
芳
町
小
中
一
貫
教
育
」

は
、
小
学
校
と
中
学
校
の
滑
ら
か

な
接
続
を
重
視
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
取
組
は
、
小
学
校
と
中
学
校
の

教
員
が
具
体
的
な
意
見
を
交
換
し

な
が
ら
実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

三
芳
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
学
力
の
さ

ら
な
る
向
上
を
図
り
、
豊
か
な
人

間
性
や
社
会
性
を
育
む
こ
と
を
目

指
し
、
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通

し
た
教
育
で
あ
る
「
三
芳
町
小
中

一
貫
教
育
」
を
こ
れ
か
ら
も
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
総
合
体
育
館
の
４
階
に
「
三
芳

町
教
育
相
談
室
・
適
応
指
導
教
室
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

「
教
育
相
談
室
」
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
９
時

30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
開
室
し

て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
等
幅
広
く
相
談
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

 

「
適
応
指
導
教
室
」
で
は
、
様
々
な

理
由
で
学
校
に
登
校
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
児
童
生
徒
の
た
め
に
、
学
校

へ
の
復
帰
を
目
指
し
て
個
に
応
じ
た
き

三
芳
町
の
教
育
相
談
体
制   

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

　

町
で
は
町
内
の
３
つ
の
中
学
校
に

「
さ
わ
や
か
相
談
室
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
「
さ
わ
や
か
相
談
員
」
は
教
員

と
は
違
っ
た
立
場
や
視
点
で
、
児
童
生

徒
・
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
直
通
電
話
も
あ
り
ま
す
の
で
、
電

話
相
談
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

三
芳
町
で
は
次
の
よ
う
な
教
育
相

談
体
制
を
整
備
し
、
教
育
相
談
活
動

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
相
談
室

め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後

３
時
に
開
室
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う

な
悩
み
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
生
活

を
共
に
し
な
が
ら
、
学
校
と
は
違
っ
た

環
境
の
中
で
自
己
実
現
や
学
校
復
帰
を

目
指
し
て
一
生
懸
命
に
学
習
や
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
適
応
指

導
員
が
各
学
校
と
連
携
し
て
、
学
校
訪

問
を
行
う
な
ど
し
て
、
保
護
者
や
児
童

生
徒
か
ら
の
相
談
活
動
や
訪
問
指
導
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
各
小
中
学
校
に
教
育
支
援

員
を
配
置
し
、
教
育
相
談
活
動
の
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
相
談

活
動
だ
け
で
な
く
、
学
校
生
活
の
様
々

な
場
面
で
個
別
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。
中
学
校
で
は
さ
わ
や
か
相
談
員
と

と
も
に
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
支
援
員
の
配
置

　

臨
床
心
理
士
の
資
格
を
も
っ
た
「
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
」
が
毎
週
木
曜
日

に
、
順
番
で
３
つ
の

中
学
校
で
臨
床
心
理

士
の
立
場
か
ら
の
専

門
的
な
助
言
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置

三
芳
町
教
育
相
談
室･

適
応
指
導
教
室 

274

１
０
２
３
（
直
通
）

談話 
コーナー 

EV

更衣室 

WC

機械室 

倉庫 

武道場 

教育相談室

総合体育館４階

電話相談
三芳中学校さわやか相談室

　　　　 258－0337（直通）

三芳東中学校さわやか相談室

　　　　 258－5538（直通）

藤久保中学校さわやか相談室

　　　　 259－0843（直通）

三
芳
町
小
中
一
貫
教
育

小学校と中学校の教員による合同研修会

中学生によるハードル走のアドバイス

具体的な取組について
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中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

冬場の代謝とトレーニング

　お正月のおせち料理は、溜め込まずにしっかりと消化できて

いるでしょうか。先月号では食事面での冬太り改善法を紹介し

ましたが、今月はトレーニング面での改善法についてです。

　冬太りの原因の１つに、「代謝」の低下があります。「代謝」とは

人間が行動する際に摂取した栄養分をエネルギーに変えたり、人

間の細胞や組織を作り出したりすることを指しますが、冬場の気

温の低下とともに代謝活動も低下します。蓄積したエネルギーの

使用は妨げられ、脂肪の燃焼が起こりにくく溜め込んでしまいます。

　そこで代謝を上げ、脂肪燃焼を促進してくれるトレーニン

グとして「ランニング」をお勧めします。理由は３つです。

　 脂肪代謝　 心肺機能の向上　 筋力・骨・腱の強化

　 の脂肪代謝について、人間の活動は食事から得られる糖

質と蓄えた脂肪をもとに活動を行います。そのときに持久系

種目で軽く息が上がる程度の運動を続けると、糖質分解より

も脂肪分解によるエネルギー消費が促されるため脂肪燃焼に

有効となります。 の心肺機能の向上は、血液などの循環効

率を上昇させ、脂肪からエネルギーへの変換がよりスムーズ

になります。 はランニングが全身運動であり、正しい姿勢

で長距離を走ることにより普段の姿勢を保つ骨格筋・姿勢筋

を鍛えられます。筋肉の質と量の向上が代謝の活性化を促し、

太りにくい体作りとなります。

　近年、東京マラソンや皇居ランニングなどランニングブ

ームが起きていますが、オーバーワークにならないよう力

まずにゆっくりと楽しみ

ながら、太らない体質作

り、最終的にはマラソン

出場といったランニング

プランを立ててみてはい

かがでしょうか。

　　

　

12
月
22
日
、
三
芳
中
学
校
に
お
い
て
、
伝
統
文

化
の
継
承
と
三
芳
町
を
愛
す
る
生
徒
の
育
成
を
目

指
し
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
一
環
と
し
て
恒

例
の
「
餅
つ
き
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
家
庭

で
餅
を
つ
く
と
い
う
こ
と
が
め
っ
き
り
減
っ
て
き

て
い
る
昨
今
、
全
校
生
徒
が
、
杵
と
臼
を
使
っ
て

餅
を
つ
く
と
い
う
こ
と
は
日
本
の
伝
統
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
す
。

　

餅
つ
き
大
会
の
は
じ
め
の
一
歩
は
、
当
日
の
朝
、

か
ま
ど
に
火
を
入
れ
、
大
き
な
釜
で
餅
米
を
蒸
す

た
め
の
お
湯
を
沸
か
す
こ
と
で
す
。
か
ま
ど
へ
の

火
入
れ
作
業
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
と
て
も

大
変
な
作
業
で
、
な
か
な
か
火
が
つ
き
ま
せ
ん
。

こ
の
大
変
な
作
業
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
と
一
緒
に
、

有
志
の
生
徒
た
ち
が
行
い
ま
す
。「
な
か
な
か
火

が
つ
か
な
い
け
ど
、
太
い
薪
に
火
が
つ
き
、
大
き

な
炎
が
出
た
と
き
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。」「
煙

が
目
に
し
み
る
け
ど
、
僕
た
ち
が
起
こ
し
た
火
が

今
日
一
日
の
餅
つ
き
大
会
を
支
え
て
い
る
と
思

う
と
、
自
分
た
ち
の
作
業
に
誇
り
を
感
じ
ま
す
。」

と
火
入
れ
作
業
を
し
て
い
る
生
徒
は
目
を
こ
す
り

な
が
ら
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
湯
が
沸
き
、
餅
米
が
蒸
し
上
が
る
と
、
餅
つ

き
の
開
始
で
す
。
臼
の
中
に
も
う
も
う
と
湯
気
を

上
げ
た
餅
米
が
入
れ
ら
れ
る
と
、
杵
を
手
に
し
た

生
徒
が
三
方
か
ら
臼
を
囲
み
、
ぐ
い
ぐ
い
と
力
を

込
め
て
餅
米
を
押
し
つ
ぶ
し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
が
初
め
て
杵
を
手
に
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
「
も
っ
と
腰
を
落
と
し
て
、
杵
に
体
重
を
か
け

る
よ
う
に
！
」
周
り
に
い
る
地
域
の
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
方
々
が
声
を
か
け
ま
す
。
程
よ
く
餅
米
が
つ
ぶ

れ
た
と
こ
ろ
で
、
い
よ
い
よ
餅
を
つ
き
始
め
ま
す
。

保
護
者
の
返
し
手
が
加
わ
り
、
４
人
で
呼
吸
を
そ

ろ
え
ま
す
。「
１
！
２
！
３
！
４
！
」
周
り
か
ら

も
声
が
上
が
り
ま
す
。
最
初
は
恐
る
恐
る
つ
い
て

い
た
生
徒
も
、
次
第
に
頭
上
高
く
杵
を
振
り
上
げ
、

力
強
く
リ
ズ
ム
よ
く
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

教育トピックス

す
。「
餅
米
」
が
だ
ん
だ
ん
と
「
餅
」
に
変
わ
っ

て
い
く
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
交
代

で
杵
を
振
り
下
ろ
し
ま
す
。

　

最
後
は
、
つ
き
た
て
の
お
餅
か
ら
作
っ
た
あ
ん

こ
ろ
餅
、
き
な
粉
餅
、
辛
み
餅
、
磯
辺
餅
、
そ
れ

か
ら
、
お
母
さ
ん
方
が
心
を
込
め
て
作
っ
て
く
れ

た
豚
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
、
生
徒
は
と
び
き
り
の
笑

顔
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
体
験
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

の
が
、
学
校
の
応
援
団
と
し
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員

や
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中

心
に
「
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
、
た
く
さ
ん
の

方
に
協
力
を
依
頼
し
、
杵
や
臼
や
か
ま
ど
等
を
借

り
る
手
配
、
搬
入
、
設
置
等
の
準
備
か
ら
、
豚
汁

や
つ
い
た
餅
に
絡
め
る
小
豆
を
煮
た
り
、
き
な
粉

と
砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
り
等
こ
ま
ご
ま
し
た
作
業
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
地
域
の
方
々
な
ど
多
く
の
人
々
に

支
え
ら
れ
て
、
貴
重
な
体
験
、
お
い
し
い
体
験
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

日
本
古
来
の

「
餅
つ
き
」
の

伝
統
を
継
承

し
て
い
っ
て

欲
し
い
も
の

で
す
。

日
本
の
伝
統
行
事

　
　
　
　
　

「
餅
つ
き
」
を
体
験
！

このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。

問い合わせ　総合体育館　 258-0311

【
一
般
書
】
『
風
呂
と
日
本
人
』

筒
井
功 

著

文
藝
春
秋　

二
〇
〇
八
年
四
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
Ｓ
３
８
３

　

世
界
一
「
風
呂
好
き
」
と
い
わ
れ
る
日

本
人
。
そ
の
本
流
は
蒸
し
風
呂
に
始
ま
る
。

京
都
の
公
家
が
通
っ
た
銭
湯
も
蒸
し
風
呂
。

温
湯
浴
銭
湯
へ
と
移
行
し
た
の
は
江
戸
時

代
だ
。
入
浴
に
ま
つ
わ
る
文
化
史
が
興
味
深

い
。

【
一
般
書
】
『
お
風
呂
で
５
分
！
「
ア
ク
ア
・
ス
ト
レ
ッ
チ
」
健
康
法

                           　
　
　
　

－

関
節
に
き
く
浮
力
パ
ワ
ー

－

』

須
藤
明
治 

著

講
談
社　

二
〇
〇
五
年
八
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
７
８
５
ス
ド

　

毎
日
の
入
浴
時
に
湯
船
の
中
で
行
う
簡

単
ス
ト
レ
ッ
チ
で
若
さ
と
健
康
を
取
り
戻
そ

う
。
肩
こ
り
・
関
節
痛
や
、
高
血
圧
、
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
回
復
さ
せ
る
水
中

運
動
を
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
紹
介
す
る
。

【
一
般
書
】
『
温
泉
に
入
る
と
病
気
に
な
ら
な
い
』

松
田
忠
徳 

著

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所　

二
〇
一
〇
年
三
月
初
版
発

行請
求
記
号　

一
般
４
９
２
マ
ツ

　

温
泉
が
身
体
に
い
い
の
は
な
ぜ
？
温
泉
地

で
の
散
歩
は
有
効
か
？
入
浴
後
す
ぐ
寝
て
は

い
け
な
い
理
由
は
？
「
お
肌
す
べ
す
べ
」
に

だ
ま
さ
れ
な
い
温
泉
選
び
は
？
温
泉
を
活
用

し
た
自
然
治
癒
力
の
高
め
方
を
伝
授
。

【
児
童
書
】
『
お
ふ
ろ
だ
い
す
き
』

松
岡
享
子 

作　

林
明
子 

絵

福
音
館
書
店　

一
九
八
二
年
四
月
初
版
発
行

請
求
記
号　
　

児
童
Ｅ
お

　

ぼ
く
が
ア
ヒ
ル
の
人
形
と
お
風
呂
に
入
っ

て
い
た
ら
、
お
湯
の
中
か
ら
大
き
な
ウ
ミ
ガ

メ
が
、
ぼ
か
っ
、
ざ
ぁ
ー
っ
と
顔
を
出
し
た

ん
だ
…
。
日
常
生
活
か
ら
生
ま
れ
る
楽
し
い

空
想
世
界
を
見
事
な
絵
で
描
く
名
作
絵
本
。

図
書
館
の
本
棚
よ
り
「
お
風
呂
」
の
本　

別
置
紹
介
中

　

左
官
と
は
、
建
築
物
の
壁
塗
り
を
す
る

職
人
の
事
で
す
。
そ
の
仕
事
は
、
土
や
セ

メ
ン
ト
な
ど
の
素
材
を
扱
い
、
鏝こ

て

を
使
っ

て
壁
を
美
し
く
仕
上
げ
、
建
物
の
耐
久
性

や
居
住
空
間
の
快
適
性
を
高
め
る
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
左
官
の
語
源
は
、
奈

良
時
代
の
律
令
制
度
に
遡
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
宮
中
の
工
事
を
司
る
木も
　
く工

寮
に
属

（
さ
か
ん
）
と
い
う
役
職
が
あ
っ
て
、
壁

塗
職
人
を
そ
の
役
職
と
し
て
出
入
り
を
許

し
た
こ
と
が
始
ま
り
の
よ
う
で
す
。
現
在

の
家
の
多
く
は
、
建
築
工
期
を
短
縮
す
る

た
め
に
壁
下
地
に
は
石
膏
ボ
ー
ド
を
使
い
、

仕
上
げ
は
壁
紙
が
用
い
ら
れ
、
壁
土
を
塗

っ
て
家
を
作
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
以
前
は
、

ほ
と
ん
ど
の
家
が
土
に
藁
を
混
ぜ
た
土
壁

で
し
た
。

　

土
壁
塗
は
、
壁
下
地
に
竹
や
木
を
格
子

状
に
編
ん
だ
骨
組
み
を
用
い
ま
す
。
そ
こ

に
荒
壁
塗
・
斑あ

ら
な
お直
し
・
中な

か
ぬ
り塗
と
何
層
に
も

土
を
塗
り
重
ね
て
作
り
ま
す
。
こ
の
工
法

は
、
法
隆
寺
が
作
ら
れ
た
こ
ろ
か
ら
ほ
ぼ

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
民
家
の
壁
は
、
漆

喰
な
ど
の
特
別
な
仕
上
げ
を
施
さ
ず
、
素

朴
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　

壁
土
の
作
り
方
は
、
ま
ず
土
壁
に
使
う

粘
土
を
敷
地
の
一
部
に
溜
め
お
き
、
細
か

く
切
っ
た
藁
と
水
を
混
ぜ
て
足
で
踏
み
こ

み
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。
こ
れ
は
、
冬
で
も

裸
足
で
行
い
ま
し
た
。
足
の
感
覚
で
土
の

粘
り
や
混
ざ
り
具
合
を
掴
む
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
一
か
月
程
度
ね
か
せ
て
お
い
て

藁
の
発
酵
を
促
し
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
中

塗
用
に
取
り
分
け
て
、
砂
を
入
れ
て
さ
ら

に
練
り
置
き
ま
す
。
藁
が
腐
り
、
土
が
独

特
の
臭
い
を
放
つ
よ
う
に
な
る
と
、
非
常

に
粘
り
が
出
て
強
度
が
増
し
た
壁
土
に
な

る
の
で
す
。
「
壁
土
作
り
が
小
僧
（
修
業

中
）
の
役
目
で
ね
。
同
じ
産
地
の
土
で
も

季
節
に
よ
っ
て
練
り
具
合
や
配
合
が
変
わ

る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
土
の
特
性
を
知
る

こ
と
が
大
切
。
そ
れ
を
足
の
感
覚
で
捉
え

る
ん
だ
」
と
話
す
の
は
北
永
井
在
住
の
菊

地
勝
夫
さ
ん
。
菊
地
さ
ん
は
、
二
十
歳
頃

に
修
業
に
入
り
、
十
年
間
下
積
み
を
し
て

左
官
職
人
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
八

年
に
三
芳
に
移
り
住
み
、
そ
の
当
時
は
農

家
の
建
直
し
が
多
く
、
左
官
仕
事
も
多
か

っ
た
と
言
い
ま
す
。
壁
土
は
産
地
に
よ
っ

て
色
や
質
感
が
異
な
り
、
仕
上
げ
方
に

よ
っ
て
は
鏡
面
の
よ
う
に
も
で
き
ま
す
。

「
使
う
土
や
仕
上
げ
方
法
に
よ
っ
て
鏝
を

使
い
分
け
る
。
土
の
力
に
負
け
ず
、
表
面

を
ム
ラ
な
く
き
め
細
か
に
仕
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
荒
壁
用
の
分
厚
い
鏝
も
、
使
い

込
ん
で
い
る
う
ち
に
薄
く
な
り
柄
に
は
指

の
跡
が
つ
い
た
。
使
い
や
す
く
な
っ
た
が
、

今
で
は
出
番
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ね
。
」

　

土
壁
は
、
湿
度
を
調
節
す
る
機
能
が
あ

り
、
高
温
多
湿
の
日
本
の
風
土
に
適
し
て

い
ま
す
。
も
と
は
土
で
も
職
人
の
手
が
入

る
と
多
種
多
様
な
美
し
い
壁
に
変
化
す
る

土
壁
は
、
職
人
が
生
ん
だ
知
恵
と
技
の
結

晶
と
い
え
ま
す
。

第
十
一
回　

左
官

▲（手前）指の跡が残った荒
壁用の鏝

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

　第１･３金曜日 （保護者同伴）－当日参加－ 
　 ～   ヶ月～１歳
　 ～   ２・３歳～（保護者同伴）
　第 ・ 火曜日 ～  ～ 歳
 としょかん･くらぶ －会員制ー  第４土曜日
  （講師の読み聞かせと司書のブックトーク）
　 ～ 　 ・ 年生　 人
　 ～ 　 ・ 年生　 人
かにかにこそこそ（第３水曜日）－大人対象－
　 ～ 　昔話などを覚えて語る練習会
★おはなしはじめのいっぽ～覚えてみたい楽しいお話
がいっぱい～（小さいお話〈語り〉、手遊び、わらべうた）
　 ～ 　語りに興味のある方、聞くだけの方、
どなたでも（赤ちゃん連れＯＫ）－当日参加－
〈竹間沢分館〉

ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・手遊び等）
　 ～ 　６か月～３歳　※保護者同伴
◆スイミーおはなし会　第４木曜日
　（読み聞かせとブックトーク）
　 ～ 　 歳～小学生

【地域文庫のお知らせ】
　　（児童書の貸出、お話会など。）
つくし文庫‥２月19日 、10：00～12：00
　　　場所／上富１区第１集会所にて
あらた文庫‥毎火曜日　15：30～18：00
　　　　　場所／荒田自宅にて
　　　（藤久保 536 － 4　三芳東中学校近く）

2月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

◆ ★

休

休

休

休

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

　　　　　　　～スタジオプログラムの紹介 ～

　　　　　　　　　　　ステップ （押田）

　　　　　　　　　毎週水曜日　10：45～11：30

　ステップ台を使ったエアロビクスを行うクラスで

す。台を使うことにより運動強度が高まり、心肺機能

向上、足腰の強化につながります。短い時間でも効率

よく汗をかけます。ストレス発散、リフレッシュした

い方におススメです。

『熱血！！バレーボール教室』

　アメリカ、日本の両国において活躍をされたヨーコ・

ゼッターランドさんを招き、バレーボール教室を開催し

ます。

日時　３月19日 、午後１時～5時（入場12時30分より）
定員 　90 名　対象 　高校生以上のバレーボール愛好者
参加費　無料
問い合わせ　総合体育館　 258－0311
　（指定管理者　東京ドーム・トールツリーグループ）
　　 月 日 　午前 時より募集開始

講師　ヨーコ・ゼッターランド

1969 年アメリカ（サンフランシスコ）生まれ。1991 年アメ

リカナショナルチームのトライアウトに合格、翌年のバルセ

ロナオリンピック出場。銅メダル獲得。1997 年ダイエーオレ

ンジアタッカーズとプロ契約。セッターとして黒潮旗全日本

バレーボール選手権大会2連覇の原動力とし貢献。1999 年

現役を引退し、現在はスポーツキャスターとして活躍中。

休



健
康
百
科　
　

ア
イ
ド
ル
の
原
稿
を
募
集
中
!!

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
…
三
芳
町
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１ 

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

－

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）

◎
原
稿
募
集
中
…
●
ア
イ
ド
ル
●
こ
ん
に
ち
は
！ 

サ
ー
ク
ル
等 

お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３５４-

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保 

１
１
０
０
番
地
１
三
芳
町
役
場 

秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係

２５８-

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）　

　
　
　

  

２７４-

１
０
５
４

●
投
稿
先
・
林　

保　
（
三
芳
町
上
富
６
６
６

－

４
１
７
９
）

※ 

投
稿
は
官
製
は
が
き
に
楷
書
の
こ
と
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い

み ん な の 広 場（ ） （ ）み ん な の 広 場

八
十
過
ぐ
る
も
歴
と
娘
と
公
言
し
姉
ら
老
け
た
り
母
の
一
周
忌

井
上　

悦
子

母
の
ご
と
我
に
優
し
き
叔
母
は
逝
き
あ
ら
た
め
て
謝
す
「
あ
り
が
と
う
」

泉　
　

郁
子

夕
空
に
茜
は
長
く
と
ど
ま
り
て
母
と
見
つ
め
し
あ
の
日
が
蘇か

へ

る
西
尾　

慶
子

か
さ
か
さ
と
落
葉
を
踏
み
て
散
歩
す
る
こ
の
一
時
の
我
れ
の
幸
せ内

藤　

歌
野

暫
く
は
様
子
を
見
ま
し
ょ
う
と
医
師
の
言
う
纏
う
不
安
少
し
和
ら
ぐ

村
上
美
奈
子

妹
の
言
い
し
片
言
四
歳
の
兄
は
得
意
に
通
訳
を
す
る

上
村
理
恵
子

外
苑
の
銀
杏
並
木
は
黄
金
に
散
り
し
く
舗
道
は
絨
毯
の
如
し

八
重
倉
シ
ズ
エ

テ
ー
ブ
ル
に
柿
も
り
ん
ご
も
艶
や
か
に
お
い
し
い
秋
と
寄
り
添
う
家
族

山
口
み
さ
子

天
候
も
毎
日
変
わ
り
晴
れ
も
あ
り
今
日
は
雨
降
り
北
風
寒
し

布
川　

明
男

冬
晴
れ
に
刈
り
取
り
す
み
し
そ
ば
畑
に
こ
ぼ
れ
実
つ
い
ば
む
鳥
た
ち
の
群
れ

清
水
美
智
子

【
選
評
】
年
末
年
始
と
い
う
も
の
は
誰
に
と
っ
て
も
忙
し
い
も
の
で
す
。

十
二
月
の
異
称
は
師
走
で
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
今
年
も
昨
年
以

上
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（
中
村
正
雄
）

●
選
者
・
投
稿
先　

中
村
正
雄

　
（
三
芳
町
藤
久
保
三
八
四
七

－

二
五
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５
３
）

　
　

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
右
記
へ

藤
久
保
在
住

　

宮
城
藍
ち
ゃ
ん平

成

年

月

日
生

（
父
・
秀
昭
）　

（
母
・
美
智
子
）

　

三
人
姉
妹
の
三
女
で
す
。

　

山
梨
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
着
物
を
買
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
小
学
１
年
生
に
な
り
ま
す
。

藤
久
保
在
住

　

島
田
優ま

さ
と
ら虎
ち
ゃ
ん
・
優ま

さ
ち
か真
ち
ゃ
ん

平
成

年
８
月

日
生

平
成

年
８
月

日
生

（
父
・
豊
）　

（
母
・
敦
子
）

　

最
近
、
将
棋
を
覚
え
た
お
兄
ち
ゃ
ん
と
、

や
ん
ち
ゃ
で
力
持
ち
の
弟
で
す
。

学
校
と
連
携
し
た
思
春
期
健
康
教
育

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
母
子
保
健
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
、
学
校

と
協
力
し
な
が
ら
、
小
学
生
や
中

学
生
を
対
象
に
様
々
な
内
容
の
健

康
教
育
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
「
薬
物
乱
用
防
止

教
室
」
と
、
「
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
合

い
体
験
授
業
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
で
は
、
発

砲
ス
チ
ロ
ー
ル
人
形
を
シ
ン
ナ
ー

で
溶
か
す
実
験
の
様
子
を
見
せ
た

り
、
薬
物
を
使
う
こ
と
に
よ
る
心

身
へ
の
影
響
を
、
写
真
等
を
使
用

し
て
お
話
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
感
想
文
の
中
に
は
、

「
今
ま
で
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
薬
物
な
ん
て
、
自
分
に
は
関
係

な
い
と
思
っ
て
い
た
。
」
と
い
う

声
が
多
く
き
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
身

体
に
な
る
ま
で
薬
物
を
使
い
続
け

て
し
ま
う
の
か
、
な
ぜ
使
用
す
る

こ
と
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
か
を
含
め
た
話
を
す
る
こ
と
で
、

使
用
し
て
は
い
け
な
い
理
由
を

し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
た
よ
う
で

し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
合
い
体
験
で
は
、

中
学
生
が
生
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
事
前
学
習
し
た
後
、
三
芳
町
に

住
む
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ご

協
力
を
得
て
、
学
校
に
出
向
き
、

生
徒
の
前
で
子
育
て
に
つ
い
て
の

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
産
や
子
育
て
の
喜
び
・
大
変
さ
、

子
育
て
す
る
こ
と
の
責
任
な
ど
実

際
の
体
験
話
や
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の

ふ
れ
合
い
を
通
し
て
、
生
命
を
大

切
に
思
う
気
持
ち
や
、
今
こ
こ
に

あ
る
自
分
の
生
命
は
、
両
親
や
周

り
の
人
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
支
え

ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

感
じ
と
る
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で

し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
母
さ
ん

か
ら
も
、
「
自
分
の
子
を
『
か
わ

い
い
』
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
嬉
し

か
っ
た
。
」
「
い
ろ
い
ろ
な
人
と

関
わ
ら
せ
て
あ
げ
ら
れ
て
よ
か
っ

た
。
」
等
の
感
想
が
あ
り
、
お
母

さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
も
、
子
育
て

を
す
る
自
信
に
な
っ
た
り
、
日
頃

関
わ
る
こ
と
が
少
な
い
中
学
生
を

知
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
り
し
た

よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
、
三
芳
町
に
住
む
子
ど
も
た
ち

が
、
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的

に
健
や
か
に
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
、
こ
れ
ら
の
健
康
教
育
を
通
し

て
、
よ
り
学
び
を
深
め
、
こ
れ
か

ら
の
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
も

考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
も

三
芳
町
の
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー
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５
９
９
４

薄
命
の
明
治
の
文
豪
一
葉
忌　

　
　
　
　
　
　

窪
田　

如
春

駅
そ
ば
の
葱
の
香
り
に
足
止
め
る　
　
　
　
　

井
山　
　

登

も
ろ
草
の
土
へ
消
え
ゆ
く
枯
野
か
な　
　
　
　

沼
波
そ
め
子

冬
の
星
里
一
筋
に
川
明
り　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　

良
雄

同
窓
会
語
り
て
尽
き
ぬ
夜
長
か
な　
　
　
　
　

高
野　

嘉
子

初
春
や
孫
が
選
ん
だ
祖
母
の
胸　

　
　
　
　
　

荻
原　

雅
水

寛
ぎ
て
気
づ
く
幸
せ
炬
燵
か
な　
　
　
　
　
　

金
谷　

善
満

触
れ
合
い
て
暖
か
さ
増
す
炬
燵
か
な　
　
　
　

西
片　

和
子

一
寸
待
て
ま
て
ま
て
木
枯
し
籠
を
追
ふ　
　
　

重
田　

照
子

茶
の
花
に
日
暮
れ
が
ひ
そ
み
は
じ
め
け
り　

　

川
口　

南
子

枯
野
道
筑
波
嶺
照
ら
す
入
日
か
な　
　
　
　
　

大
崎　

栄
子

秩
父
路
や
枯
野
を
横
ぎ
る
汽
車
の
音　

　
　
　

田
中　

正
三

冬
め
き
て
梢
明
る
く
宙
深
し　
　
　
　
　
　
　

登
坂　

喜
子

萩
の
花
こ
ぼ
れ
て
侘
し
朝
の
雨　
　
　
　
　
　

石
川　

靖
子

賢
治
忌
や
葉
物
野
菜
の
不
作
年　
　
　
　
　
　

半
澤　

久
夫

垣
根
に
も
赤
き
実
染
め
し
烏
瓜　
　
　
　
　
　

平
井　

静
壷

炬
燵
に
て
人
生
論
の
二
人
か
な　

　
　
　
　
　

坂
田
ふ
み
子

短
日
の
妻
の
背
小
さ
く
な
り
に
け
り　
　
　
　

金
谷　
　

武

夕
暮
に
菊
花
漂
ふ
散
歩
道　

　
　
　
　
　
　
　

田
丸　

玉
子

仕
事
終
え
腹
空
か
し
来
て
栗
ご
飯　
　
　
　
　

針
田　
　

晃

こんにちは ! サークル   バドミントンクラブ Ｍ＆Ｍ

　

こ
ん
に
ち
は
！

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
Ｍ
＆
Ｍ
で

す
。

　

最
近
熱
く
な
る
こ
と
あ
り
ま
す

か
？
す
べ
て
を
忘
れ
て
充
実
し
た

時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

初
心
者
、
経
験
者
、
子
連
れ
問

わ
ず
。
ま
ず
は
見
学
・
体
験
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

活
動
日　

毎
週
火
・
木
曜
日
、

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

場　

所　

三
芳
総
合
体
育
館
他

連
絡
先　
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エ
ピ
デ
ン
ド
ル
ム

　

ラ
ン
科
エ
ピ
デ
ン
ド
ル
ム
属
。
メ
キ
シ
コ
か

ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
か
け
て
の
中
南
米
に
広
く
分
布

し
て
い
る
。
約
１
０
０
０
種
も
あ
る
と
い
わ
れ
、

草
形
、
花
形
、
花
色
は
様
々
で
変
化
に
富
む
。

２
月
６
日
　

開
演
／
午
後
２
時
〜　

観
覧
無
料
！

迫
力
満
点
の
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
♪

リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

ピ
ッ
コ
リ
ー
ナ

２
０
０
５
年
コ
ピ
ス
み
よ
し
リ
コ
ー
ダ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
き
っ
か

け
に
発
足
し
た
ピ
ッ
コ
リ
ー
ナ
♪　

地
域
の
演
奏
活
動
も
活
発
に
行
い
、

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
リ
コ
ー
ダ
ー
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
楽
し
さ
を
体
感
し
て
下
さ
い
！

２
月

日
　

開
演
／
午
後
２
時
〜　

観
覧
無
料
！

美
し
い
フ
ル
ー
ト
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

フ
ル
ー
ト
サ
ー
ク
ル　

フ
ル
ー
ル

コ
ピ
ス
み
よ
し
フ
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
産
声
を
上
げ
サ
ー
ク

ル
を
結
成
♪
文
化
祭
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
音
色
を
お
楽
し
み
下
さ
い
！

《
チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！
》

【
新
春
こ
ぴ
す
亭
】

２
月
12
日

、
開
演
／
午
後
２
時
〜
（
全
席
指
定
３

０
０
０
円
）

【
サ
ー
カ
ス　

ア
コ
ー
ス
テ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
】

２
月
26
日

、
開
演
／
午
後
４
時
〜
（
全
席
指
定
３

５
０
０
円
）

　

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
が
増
え
て
、

チ
ケ
ッ
ト
が
お
求
め
や
す
く
な
り
ま
し
た
。　

・
み
ず
ほ
台
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル　

Ａ
Ｇ
プ
ラ
ザ
４
階

　

255

３
２
６
８
（
み
ず
ほ
台
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
沿
い
）

・
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ダ
イ
エ
ー
三
芳
店
内

　

259

９
５
８
７
（
鶴
瀬
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、
ダ
イ
エ
ー
一
階
）

問
い
合
わ
せ

三
芳
町
文
化
会
館
（
コ
ピ
ス
み
よ
し
）

259

３
２
１
１

　

★
三
芳
町
文
化
会
館
ブ
ロ
グ 

コ
ピ
ス
の
四
季 

始
め
ま
し
た
♪

コ
ピ
ス
み
よ
し　

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト



北永井児童館
258－9962

藤久保児童館
258－9965

竹間沢児童館
259－8315

ふ
れ
あ
い
工
作
広
場

日
時　

２
月
５
日

、
午
前

時
〜
正
午

対
象　

幼
児
親
子
、
小
学
生
以
上

内 
容　

地
域
の
方
に
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
動
物
の
作

り
方
を
教
わ
り
ま
す
。　

申
込
方
法　

事
前
申
込

協 
力　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
つ
く
し
の
会
」

つ
く
っ
て
た
べ
よ
う
！
北
児
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

日 
時　

２
月

日

、
午
後
２
時
〜
４
時

対
象　

小
学
生
以
上　

　

定
員　

名

コ 
メ
ン
ト　

ふ
ん
わ
り
焼
い
た
パ
ン
ケ
ー
キ
を
重
ね

て
「
北
児
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
を
作
っ
ち
ゃ
お
う
！

申
込
方
法　

参
加
費
（

円
）
を
添
え
て
事
前
申
込

の
び
の
び
タ
イ
ム

日
時　

２
月

日

、
午
前

時

分
〜

時

分

対
象　

幼
児
親
子　

申
込
方
法　

自
由
参
加

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路

日
時　

２
月

日

、
午
後
１
時
〜
４
時

分

対
象　

幼
児
親
子
、
小
学
生
以
上　

定
員　

名

コ 
メ
ン
ト　

大
型
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
つ
な
げ
て
超
巨
大

迷
路
を
作
ろ
う
！　

　

申
込
方
法　

事
前
申
込

備 
考　

当
日
午
前

時

分
〜

時

分
で
作
戦
会

議
を
開
き
ま
す
。

春
の
子
ど
も
服
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

日
時　

３
月
２
日

、
午
前

時

分
〜

時

分

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

内 
容　

不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
服
を
必
要
な
方
に
無

料
で
お
分
け
し
ま
す
。
袋
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

申
込
方
法　

自
由
参
加

備
考　

リ
サ
イ
ク
ル
品
受
付
期
間
…
２
月
１
日
〜

日

く
じ
ら
ｄ
ａ
ｙ
‚
ｓ　

カ
ー
リ
ン
グ
大
会

日
時　

２
月
５
日

、
午
後
１
時

分
〜

対
象　

小
学
生
以
上

コ 
メ
ン
ト　

君
も
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
っ
て
カ
ッ
プ
に

名
前
を
き
ざ
も
う
！　
　

申
込
方
法　

事
前
申
込

お
い
し
い
チ
ョ
コ
作
り

日
時　

２
月

日

、
午
後
１
時

分
〜

対
象　

小
学
生
以
上　
　

定
員　

名

コ 
メ
ン
ト　

今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
、
と
び
っ
き

り
の
チ
ョ
コ
ク
ッ
キ
ー
を
作
っ
ち
ゃ
お
う
！

申
込
方
法　

参
加
費
（

円
）
を
添
え
て
事
前
申
込

革
工
作

日
時　

２
月
５
日

、
午
前

時
〜
午
後
４
時

対
象　

小
学
生
以
上　

　

定
員　

名

参 
加
費　

円　

コ
メ
ン
ト　

世
界
で
１
つ
だ
け

の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
っ
て
み
よ
う
！
午
前
〈
刻

印
・
色
付
け
〉
、
午
後
〈
ニ
ス
塗
り
、
金
具
付

け
〉
の
一
日
が
か
り
の
工
作
で
す
。

申
込
方
法
／
参
加
費
を
添
え
て
事
前
申
込

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
デ
ー

日
時　

２
月

日

、
午
後
３
時

分
〜
４
時

分

対
象　

小
学
生
以
上

コ 
メ
ン
ト　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
風
船
で
空
気
鉄
砲
を

作
っ
て
遊
ぼ
う
！　

 

申
込
方
法　

自
由
参
加

お
楽
し
み
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時　

２
月

日

、
午
前

時
〜
正
午

対
象　

小
学
生
以
上　
　

定
員　

名

参 
加
費　

円　

コ
メ
ン
ト　

コ
コ
ア
と
サ
ツ
マ
イ

モ
の
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
す
♪
そ
の
あ
と
は
楽
し

い
美
味
し
い
お
茶
の
時
間
！

申 
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て
事
前
申
込
（
２
月
１

日
〜

日
）

 
C
H
I
K
U
J
I 

一
輪
車
ク
ラ
ブ

メ
ン
バ
ー
募
集

対
象　

小
学
生
以
上
の
男
女　
　

定
員　

名

申
込
期
間　

２
月
１
日
〜

日

※
２
月

日

に
メ
ン
バ
ー
の
発
表
と
顔
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。

竹
間
沢
児
童
館

藤
久
保
児
童
館

北
永
井
児
童
館

災害のない１年を
　　平成23年消防出初式

　１月９日 、ふじみ野市役

所前道路にて「消防出初式」

が行われました。会場の関係

で、例年よりコンパクトな出初式となりましたが、消防団員・職員のみなさ

んが、心新たに町の安全を守る決意をされている様子が印象的でした。

林伊佐雄町長が初登庁

　１月 日 、大勢の職員の出迎えの中、自転車に乗って林

伊佐雄新町長が登庁されました。その後の訓示では、「自ら

率先して町の行財政改革を進め、行動し、未来ある良い町を

作っていきたい」と、まちづくりへの意欲を述べられました。

町内の新成人380名 人生の節目に感謝と決意

　１月 日（月・祝）。三芳町の新成人を祝う「成人

式」がコピスみよしにて挙行されました。新成人による

抱負では、「これまで育ててくれた両親や周りの人・地

域に感謝し、これからは一人の大人として活躍していき

たい。」と、頼もしい姿を見せていました。

いるま野農業協同組合より
　　　寄附をいただきました

　 月 日 、いるま野農業協同組合より「三芳

町緑ぬくもり基金」への寄附をいただきました。

この寄附は、今後町の環境保全等に役立たせてい

ただきます。ありがとうございました。

（ ）ウォッチング ウォッチング（ ） 
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（ ）お 知 ら せ お 知 ら せ（ ） 

はじめて子育て講座「ほっとサークル」 リハビリ相談 「子育て支援センター」よりお知らせ

日時・内容　

２月23日 、午前10時～11時30分

　自己紹介、子育てについての座談会

　（保健師と一緒に）

３月３日 、午前10時～11時30分

　離乳食についての座談会（管理栄養

士と一緒に）

３月８日 、午前10時～11時30分

　子どもの遊びについて・絵本をとお

して（図書館司書と一緒に）

場 所　 は藤久保公民館２階和室、

は図書館２階会議室

対 象　平成22年10月～12月生まれのお

子さんとその親

定員　20組（先着順）

持 ち物　母子健康手帳・バスタオル・

赤ちゃんの使う物　　費用　無料

申込み・問い合わせ　保健センター　

　 258 1236　FAX258 5994

　腰や膝、肩や手足に痛みがある中で、

負担の大きい動きや不足した運動習慣

は身体を壊しやすく、介護が必要な状

態になる可能性も高めます。ひざや腰、

肩や手足に痛みがあり、悩んでいる方

を対象に、リハビリ専門スタッフが各

個人にあった運動プログラムの相談に

乗ります。また、福祉用具の紹介など、

日常生活をより快適に過ごせるようア

ドバイスさせていただきます。

日時　２月28日 、午前10時～12時

内 容　理学療法士・作業療法士（埼玉

セントラル病院勤務）による個別リ

ハビリ相談

対 象　65歳以上の方で、医療機関や介

護保険施設等でリハビリを行ってい

ない方　　定員　３名（要予約）

場所　竹間沢公民館図書室

申込み・問い合わせ　

　健康増進課地域包括支援センター

　（内線188・189）　FAX274 1107

●なかよし広場（予約不要）
日程　
　 ０歳児（ねんねひろば）／２月８日
（身体測定）・17日

　 ０歳児（ハイハイひろば）／２月１
日 ・９日 （身体測定）・22日

　１歳児／２月３日 10日 ・23日

　２歳児～／２月４日 ・15日 ・24日

時間　午前10時～12時
場所　子育て支援センター
●わくわくタイム（予約不要）
日時　
　 午前わくわく／２月７日 ・14日

・21日 ・28日 （お誕生会）、

午前10時～12時

　 午後わくわく／２月７日 、午後１

時～２時30分

場所　藤久保児童館
対象　０～５歳位までの子どもと保護者
●なかよし講座
　 子どもの病気　その見極め方と対応

　【ファミリーサポートセンター共催】

日時　２月16日 、午前10時～12時

場所　藤久保公民館ホール
対象　０～５歳位までの子どもと保護者
保 育の定員　15名〔要予約（２月10日
まで）〕

●おでかけなかよし広場（予約不要）
日時　２月25日 、午前10時～12時

場所　農業センター（上富）
対象　０～５歳位までの子どもと保護者
●おひさま広場（予約不要）
　「北風に負けないぞ！元気な子！」

日時　２月18日 、午前10時～11時30分

場所　富士塚公園
対象　０～５歳位までの子どもと保護者
申込み・問い合わせ　子育て支援センター
　 258 5106　FAX258 5136

　現代を生きる人々は、様々なストレ

スに悩まされています。体と同じよう

にストレスから心も弱ってしまうと、

病気になることがあります。この福祉

講座では、上手にストレスと付き合っ

ていく方法を簡単にお話します。

日時　２月10日 、午後２時～４時

場所　藤久保公民館ホール

講師　埼玉カウンセリングセンター

　高倉恵子氏　　　参加費　無料　

※申込み不要。

問い合わせ　社会福祉協議会

　 258 0122　FAX258 0180

福祉講座～ストレスと上手に付き合う方法～

期日　３月４日

受付時間　午前９時15分～10時

場所　保健センター　

対象　０歳～就学前

持ち物　母子健康手帳

問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

育児相談

廃車の手続きは、お早めに !! 臨時職員募集（例規データ入力等）

　軽自動車や二輪車などにかかる軽自

動車税は、４月１日の基準日に登録し

ていると税金がかかります。

　廃車（登録を抹消）する場合は、基

準日前までに税務課（役場庁舎１階）

で手続きしてください。

■原動機付自転車（ cc以下）・小

型特殊自動車

持 ち物　ナンバープレート・印鑑・標

識交付証明書

※なお、次の車種は各窓口で手続きし

てください。

■２輪の軽自動車（ ccを超え

cc以下）・２輪の小型自動車

（ ccを超える）

→ 関東運輸局埼玉運輸支局所沢自動車

検査登録事務所

　 所沢市牛沼688 1 050 5540 2029

■軽自動車（３輪・４輪）

→軽自動車検査協会埼玉事務所所沢支所

　三芳町大字北永井360 3

　 258 8011

問い合わせ　税務課

　（内線132～134）　FAX274 1050

期間　平成23年４月から６か月程度

勤務地　三芳町役場

職種　パソコン入力・文書整理

条件　

・ワードの操作ができる人

・簡単なホームページの作成ができる人

募集人員　１名

時給　820円

勤 務時間　月～金曜日・午前９時～午

後５時（週４日働ける方）

申 込方法　２月15日 までに、履歴書

を総合政策課文書庶務係に持参又は

郵送してください。詳細は、下記に

問い合わせください。

申込み・問い合わせ　総合政策課

　（内線402・403）　FAX274 1055

　富士見都市計画公園（俣埜公園）の

変更計画（案）について、説明公聴会

を開催した結果を踏まえ、都市計画案

を作成しましたので、都市計画法第17

条に基づき縦覧します。

縦覧期間　

　 ２月７日 ～21日 、午前８時30分

～午後５時

　（土、日、休日を除く）

縦覧場所　都市計画課

意 見書の提出　この都市計画案にご意

見のある人は、縦覧期間内に都市計

画課へ意見書を提出することができ

ます。

※ 意見書を提出できる人は、三芳町在

住の人および利害関係人に限ります。

問い合わせ　都市計画課

　（内線234）　FAX274 1052

納期限は、２月 日です
固定資産税　　　　　　第４期
都市計画税　　　　　　第４期
国民健康保険税　　　　第８期
介護保険料　　　　　　第８期
後期高齢者医療保険料　第８期

（上記の収納は藤久保・竹間沢）出張所でも行っています。

お　し　ら　せ

三芳町登録手話通訳者認定試験

日時　３月６日 、午前９時から

場所　富士見市市民福祉活動センター

「ぱれっと」

対 象　聴覚障害者との関わりが概ね３

年以上、かつ町内の聴覚障害者との

関わりが概ね１年以上あり、三芳町

または富士見市手話通訳者養成講習

会を終了している方。

　 またはそれと同等の通訳技術・資格

を有する20歳以上で町内在住の方。

申 込み　福祉課にある申込書に必要事

項を記入の上、２月18日 までに福

祉課へ直接申し込んでください。

問い合わせ　福祉課

　（内線175・176）　FAX274 1051

　不動産に関する様々な相談を受け付

けます。相談を希望される方は予約が

必要です。

日時　２月16日 、午後１時～４時

場所　役場庁舎１階　相談室

相 談員　（社）埼玉県宅地建物取引業

協会相談員

相談時間　１人30分程度（予約制）

申込み・問い合わせ　都市計画課

　（内線232・233）　FAX274 1052

三芳町が決定する都市計画案

の縦覧を行います

不動産無料相談のお知らせ



広　　告広　　告

ちくまざわマンスリースクゥエアー vol.

～古庄里好タップダンス・ライブ～

　タップダンスの魅力に触れて、素晴らしいステップを観

ていただき、ワークショップもあります。

　今回は皆さんをタップの世界にお招きいたします！

日時　３月５日

　開場／午後１時30分、開演／午後２時

場所　竹間沢公民館ホール

出演　古
ふるしょうのりたか

庄里好（タップダンサー）

参加費　前売り／中学生以上500円

　当日売り／中学生以上600円

　※小学生以下は参加整理券（無料）が必要です。

申込み　町内各公民館で参加券を購入してください。

※ 座席数に限りがありますので、前売り券が完売になり次

第、当日券および参加整理券の配布を終了しますので、

予めご了承ください。

主催　竹間沢公民館・マンスリースタッフ会議

問い合わせ　

　竹間沢公民館　 259 8311　FAX274 1051

　日本が世界に誇るアニメーションの金字塔「ガンダム」

と古典芸能「講談」が交わる時、新たな文化の革新が始ま

る。ガンダム講談埼玉初上演、ガンダムファン必見です。

日時　３月13日

　開場／午後１時、開演／午後１時30分

場所　藤久保公民館　ホール

出演　旭
きょくどうみなみはんきゅう

堂南半球、宝
たからいきんかん

井琴柑

参加費　大人／1,000円、小学生以下／無料

　※入場券が必要です。

定員　200名（入場券が無くなり次第締め切ります）

申 込み　２月１日より、町内各公民館にて販売開始します。

問い合わせ　藤久保公民館　 258 0690　FAX258 9625

ジョイフルコンサート

旭堂南半球のガンダム講談～講談の伝統と革新～

市町村交通災害共済

　市町村交通災害共済は、皆さんが会費を出し合い交通事

故によってけがをしたり、死亡したときに見舞金を贈る制

度です。

会費　一般900円・中学生以下500円　　※１人１口限り

共済期間　平成23年４月１日～平成24年３月31日

加 入資格　町内に居住し、住民基本台帳に記載または外国

人登録のしてある人。ただし、加入資格者の被扶養者で、

修学のため町外に転出している人は、加入できます。

見 舞金　　交通事故証明書がある場合は、22万円（死亡は

120万円）を限度に治療日数に応じて支払われます。

申 込み　　２月21日 から地域振興課、ゆうちょ銀行及び郵

便局（埼玉県、山梨県及び関東各都県のゆうちょ銀行及び

郵便局に限る。また、ゆうちょ銀行及び郵便局での平成23

年度の加入手続きは平成23年12月末まで）で受け付けます。

　 なお、３月1日 から藤久保・竹間沢の各出張所でも受

け付けます。（土・日曜日、祝日は除く。）

＊なお、２月21日～25日までは、次の日程表の会場でも受

け付けます。

【日程表】※昨年度と会場に変更がありますので、ご注意ください。

期　日 時　間 場　所

２月21日
午前９時30分～正午 藤久保公民館ロビー

午後１時30分～午後４時 藤久保公民館ロビー

２月22日
午前９時30分～正午 農業センター

午後１時30分～午後４時 みよし台第１区集会所

２月23日
午前９時30分～正午 北永井第２区集会所

午後１時30分～午後４時 北永井第３区集会所

２月24日
午前９時30分～正午 藤久保第１区集会所

午後１時30分～午後４時 藤久保第３区集会所

２月25日 午前９時30分～正午 中央公民館ロビー

問い合わせ　地域振興課
　（内線265）　FAX274 1053

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ

　落語を中心に、色物（紙切り）など

を交えた「演芸会」を開催します。

日 時　２月20日 、開演／午後１時

（開場／午後０時30分）

場所　藤久保公民館ホール

出 演者　三遊亭遊吉、林家楽一（紙切り）

入場料　500円（全席自由）

チ ケット取扱場所　藤久保公民館、地

域振興課（役場庁舎２階）

チ ケット発売時間　午前８時30分～午

後５時（平日のみ）

問い合わせ　地域振興課

　（内線263）　FAX274 1052

日時　３月２日 、午前10時～正午

場所　藤久保公民館ホール

講師　岸千恵氏

定員　30名

参加費　2,500円

持 ち物　花はさみ、エプロン、メガネ

（必要な方）

申 込み　２月３日 から16日 までに、

参加費を添えて申込みください。

（平日の午前９時から午後５時）

問い合わせ　藤久保公民館

　 258 0690　FAX258 9625

　江戸時代の政治の中心跡地と現代の

ビジネス中心地を散策します。

期日　２月24日 （雨天決行）

講師　三宅いづお氏

集 合　鶴瀬駅改札付近　午前９時30分

集合

参 加費　1,600円（昼食代・保険代な

ど、交通費別）

定員　40名（先着順）

服装等　歩き易い服装・筆記用具・雨具

申 込み　２月８日 より、参加費を添え

て申込みください。（電話・FAX不可）

問い合わせ　中央公民館

　 258 0050　FAX258 5466

「文化協会まつり」のご案内〈好評販売中〉
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ず
れ
か
に
該
当
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯
が
対

象
で
す
。

支
援
の
内
容　

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
簡
易

な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を
無
償
給

付
し
、
対
象
世
帯
を
訪
問
し
て
チ
ュ

ー
ナ
ー
の
設
置
を
行
い
ま
す
。
ア
ン

テ
ナ
改
修
等
が
必
要
な
場
合
は
無
償

で
工
事
を
行
い
ま
す
。

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

支
援
の
対
象　

　

ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応

で
き
ず
、
「
世
帯
全
員
が
市
町
村
民

税
非
課
税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世

帯
」
が
対
象
で
す
。
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の

放
送
受
信
契
約
が
必
要
で
す
）

支
援
の
内
容

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
簡
易

な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を
無
償
給

付
し
ま
す
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

設
置
方
法
や
換
作
方
法
を
電
話
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
（
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

訪
問
設
置
、
ア
ン
テ
ナ
改
修
等
は
行

い
ま
せ
ん
）

申
込
方
法
等
に
つ
い
て

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
付
し
て
総
務
省
地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

電
話
等
で
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ

ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
取
り

寄
せ
く
だ
さ
い
。
身
近
な
公
共
機
関

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
に
置
い
て
あ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
支
援
制
度
に
つ
い
て　

　

 

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー

　

 

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

世
帯
へ
の
支
援

　

０
５
７
０

０
３
３
８
４
０

　

 

▼
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

支
援

　

０
５
７
０

０
２
３
７
２
４

○ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
、
放
送

受
信
料
免
除
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ぶらり歴史散歩

「皇居東御所と丸の内界隈を訪ねる」

プリザーブドフラワーで作る

ロマンティックなリース飾り

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴

の
た
め
の
低
所
得
世
帯
へ

の
支
援
に
つ
い
て



 

休
日
診
療
日　

日
曜
、
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
（
１２
月
３１

日
〜
１
月
３
日
）

▼ 
小
児
時
間
外
診
療
日　

月
曜

〜
土
曜

⇒

ふ
じ
み
野
市
駒
林
３
５
３

　

２
６
４

－

９
５
９
２

　

 

休
日
診
療
時
間　

９
時
〜

１６
時
、
２０
時
〜
２３
時

　

▼ 

小
児
時
間
外
診
療
時
間　

２０
時
〜
２２
時

⇒

富
士
見
市
鶴
馬
３
３
５
１

－

２

　

２
５
２

－

４
０
５
０

　

 

休
日
診
療
時
間　

９
時
〜

１６
時

富士見 

鶴 瀬 駅 
至池袋 

至三芳町役場 

至川越 

富士見台中 

市役所 

郵便局 
交番 

G.S

鶴
瀬
小 

富士見市健康 
増進センター内 
東入間医師会 
第二休日診療所 

http://www.ne.jp/asahi/higashi-iruma/med/

川越街道 

東入間警察 

亀久保小 

鶴瀬駅 

三芳町役場 

ふじみ野駅 

至
池
袋 

至
川
越 

亀久保小入口 

大井サティ 

休日・小児時間外診療所 休
日
・
小
児
時
間
外
診
療

所
の
ご
案
内

広　　告　

係
か
ら

■
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
広
場
」
へ
の
投
稿

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
・
ハ
ガ
キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

連
絡
先
／
環
境
産
業
課
環
境
対
策
係

２
５
８

０
０
１
９

　
（
内
線
216
〜
218
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
７
４

１
０
５
２

  

Ｅ
メ
ー
ル　

k
an
k
y
o@
tow
n
.sai

　

tam
a-m
iy
osh
i.lg
.jp

　

　

埼
玉
県
南
西
部
地
域
の
６
市
１

町
（
朝
霞
市
・
志
木
市
・
和
光
市
・

新
座
市
・
富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野

市
・
三
芳
町
）
で
は
、
「
ジ
モ
ト
の

お
や
つ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
地
域
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

だ
ん
ご
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
カ
ス

テ
ラ
、
地
元
野
菜
を
使
っ
た
ク
ッ
キ

ー
な
ど
「
ジ
モ
ト
の
お
や
つ
」
が
一

堂
に
集
ま
り
ま
す
。

　

目
で
楽
し
ん
で
、
食
べ
比
べ
、
お

土
産
に
ど
う
ぞ

日 

時　

２
月
19
日

、
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

場
所　

朝
霞
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　

（
朝
霞
市
浜
崎
６
６
９

１
）

内 
容　

「
ジ
モ
ト
の
お
や
つ
」
試

食
・
販
売
、
お
や
つ
新
商
品
発
表
、

福
袋
販
売
、
カ
フ
ェ
、
ク
ッ
キ
ー

づ
く
り
教
室
等

※ 

あ
さ
か
産
業
フ
ェ
ア
と
同
時
開
催

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
南
西
部
地
域

　

振
興
セ
ン
タ
ー

　

048

４
５
１

１
１
１
０

　

県
民
が
安
心
し
て
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
を
行
え
る
環
境
を
整
備
し
、
安

心
・
安
全
な
住
ま
い
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
、
県
民
向
け
リ
フ
ォ
ー
ム

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
公
務
員
を
目
指
し
て
い
る
方
、

市
町
村
職
員
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日 
時　

２
月
14
日

、
午
後
１
時
30

分
〜
午
後
４
時
（
開
場
／
午
後
１

時
）

場
所　

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

　

（
JR
浦
和
駅
下
車
徒
歩
７
分
）

内
容　

基
調
講
演

　

 

市
町
村
職
員
（
事
務
系
）
に
よ

る
経
験
談
な
ど
を
交
え
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

定
員　

１

０
０
０
名　
　

費
用　

無
料

申 

込
み　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
（
先

着
順
）
。

　

 

詳
し
く
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「S

A
IT
A
M
A
 W
O
R
K
S
 

N
av
i

」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 　

（h
ttp
://w

w
w
.h
itozu

k
u
ri.

　

or.jp
/n
av
i/ev
en
t/s-foru

m
.

　

p
h
p

）

申
込
期
間　

２
月
３
日

〜
９
日

問
い
合
わ
せ　

　

 

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域

連
合　

自
治
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

人
材
開
発
部

　

048

６
６
４

６
６
８
１

　
 

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

に
つ
い
て

　

０
５
７
０

０
０
０
５
８
８

　

▼
放
送
受
信
契
約
に
つ
い
て

　

０
５
７
０

０
７
７
０
７
７

日 

時　

２
月
20
日

、
午
前
９
時
〜

12
時

対 

象
者　

三
芳
町
・
富
士
見
市
・
ふ

じ
み
野
市
に
在
住
・
在
勤
の
方

定
員　

各
30
人

申 

込
期
間　

２
月
７
日

〜
10
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　

※
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

 

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
救
急
課

　

２
６
１

６
６
７
３

日 

時　

２
月
15
日

、
午
後
２
時
〜

４
時

場
所　

み
ず
ほ
苑

内 

容　

認
知
症
介
護
「
こ
ん
な
時
ど

う
す
る
？
」

対 

象　

介
護
し
て
い
る
方
、
介
護
に

関
心
の
あ
る
方
等

費
用　

無
料

共 

催　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
な

ま
る
」

申 

込
み
・
問
い
合
わ
せ　

在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
「
み
ず
ほ
苑
」

　

２
５
８

９
４
８
８

介
護
者
交
流
会
を
開
催

し
ま
す

市
町
村
職
員
採
用
情
報
フ
ォ
ー

ラ
ム
〜
埼
玉
県
内
市
町
村
職
員

を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー
・
相

談
会
の
実
施

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
午
後
１
時
／
開
場

・ 

午
後
１
時
30
分
〜
／
消
費
者
被
害

の
防
止
セ
ミ
ナ
ー

・ 

午
後
３
時
〜
／
安
心
・
安
全
な
リ

フ
ォ
ー
ム
の
普
及
セ
ミ
ナ
ー

・
午
後
４
時
〜
／
個
別
相
談
会

内
容

○ 

セ
ミ
ナ
ー

　

 

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
関
す
る
消

費
者
被
害
の
防
止
、
悪
質
な
リ

フ
ォ
ー
ム
業
者
に
よ
る
被
害
防

止
と
対
処
法
な
ど
の
講
演

　

 　

 

講
師
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
の

た
め
の
住
宅
塾

　
 

安
心
・
安
全
な
リ
フ
ォ
ー
ム
の

普
及
啓
発

　

 　

 

講
師
／
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
登
録

業
者
（
住
ま
い
づ
く
り
協
議
会
）

○
相
談
会　

１
時
間
程
度

問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
都
市
整
備
部
住
宅
課

　

048

８
３
０

５
５
６
３

開催日及び会場

開催日 会　場

2月5日
春日部市商工振興センター講堂（180名）
春日部市粕壁東1－20－28　
048－761－3181

2月11日
熊谷市熊谷文化創造館
「さくらめいと」会議室１（100名）
熊谷市捨六間111－1　 048－532－0002

2月12日
川越市川越南文化会館「ジョイフル」
第１・２会議室（100名）
川越市今福1295－2　 049－248－4115

普
通
救
命
講
習
会

埼
玉
県
南
西
部
「
ジ
モ
ト
の

お
や
つ
」
フ
ェ
ス
タ

お 知 ら せ（ ） 

　

こ
の
広
場
で
は
、
不
用
品
情
報

（「
ゆ
ず
り
ま
す
」・「
ゆ
ず
っ
て
く
だ

さ
い
」）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
モ

ノ
を
買
う
前
、
捨
て
る
前
に
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

モ
ノ
を
長
く
大
切
に
使
っ
て
、
資

源
の
節
約
や
ご
み
の
減
量
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
！

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
ゆ
ず
り
ま
す
／
鯉
の
ぼ
り
／
雛
人

形
（
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
入
り
）
／
学
習
机

▽
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
／
み
ふ
じ
幼

稚
園
女
子
制
服
・
体
操
着
一
式
／
子
ど

も
用
バ
イ
オ
リ
ン
／
冷
蔵
庫
２
ド
ア
タ

イ
プ
／
全
自
動
洗
濯
機
／
三
芳
東
中
学

校
女
子
制
服
・
体
操
着
／
自
転
車
（
24

イ
ン
チ
）
／
富
士
見
台
幼
稚
園
女
子
制

服
・
ス
モ
ッ
ク
（
110
〜
120

）
／
タ
オ

ル
／
富
士
見
台
幼
稚
園
男
子
制
服
／
三

芳
中
学
校
女
子
制
服
（
夏
・
冬
）
／
三

芳
中
学
校
男
子
制
服
（
170
〜
175

）
／

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
（
26
イ
ン
チ
以
上
）

相談種類 と　き ところ 相談員 連絡先

●教育相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後4時30分

総合体育館4階教育相談室
電話相談は 274-1023

常任相談員
教育委員会学校教育課指導
係（内線522）

●消費生活相談 毎週火・金曜日（年末年始・祝日
を除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の消費生活相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●内職相談 毎週水曜日（年末年始・祝日を
除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の内職相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●女性相談 毎月第2・第4金曜日（年末年始・祝
日を除く）午前11時～午後3時30分

役場1階住民相談室
（予約制）

専門の心理カウンセラー
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●外国人生活相談 毎週月曜日午前10時～午後1時
毎週木曜日午後1時～4時

ふじみの国際交流センター
電話相談は 269-6450

専門の相談員
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●成人健康相談 毎月第1月曜日
午後1時～3時30分（予約制）

保健センター 管理栄養士、保健師
保健センター
（ 258-1236）

●住民相談 毎月第1・第3木曜日（祝日の場合
翌週）午後1時～5時

役場1階住民相談室
（予約制）

弁護士、人権擁護委員、
行政相談委員

総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●子育て相談 毎週月～金曜日
随時受付

各保育所・
子育て支援センター

各保育所所長・専任の
相談員

第1保育所 258-0512
第2保育所 258-6858
第3保育所 258-9961
子育て支援センター 258-5106

●こころの
　　　健康相談

毎月第3火曜日
午後1時～3時30分（予約制）

地域生活支援センター
保健師・精神保健福祉士
・（医師）

地域生活支援センター
 274-3472

●介護相談

月～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
みずほ苑 専任の相談員（介護支

援専門員、社会福祉士
等）

在宅介護支援センター
みずほ苑 258-9488

火～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
はなまる

在宅介護支援センター
はなまる 258-7067

●福祉・生活相談
生活なんでも相談

毎週月～金曜日（年末年始･祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

社会福祉協議会 社会福祉士
三芳町社会福祉協議会
 258-0122

（ ）お 知 ら せ

無料相談のお知らせ


